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■サンスト夏の夜市
７月27日（月）午後７時～９時15分
◆場所　豊岡駅通商店街
◆内容　大開通り恒例の夏の夜市。ウォークラリー、

ゲーム、フリーマーケット、飲食販売など各
種イベントを実施

　　　　※車両通行規制　午後６時45分～９時45分
《問合せ》豊岡駅通商店街振興組合☎23-2367

豊岡の祭り・イベント

■玄武洞・青龍洞夜間ライトアップイベント
7月18日（土）～20日（月・祝）午後５時～８時30分ごろ
◆場所　玄武洞公園
◆内容　玄武洞公園内の青龍洞をライトアップし、太

鼓演奏などのイベントを実施
《問合せ》大交流課☎21-9016

■城崎温泉　夏物語
７月24日（金）～８月24日（月）午後８時～
◆場所　城崎温泉街
◆内容　「ゆかたの似合うまち」の夏の風物詩
夢広場…連日、四所神社境内で、縁日（菓子販売、スー

パーボールすくいなど）が開催される。城崎
泉隊オンセンジャーショー
なども
※雨天決行

夢花火…期間中の平日の午後９時か
ら開催（13～15日を除く）。
温泉街から見る花火は情緒
満点！

《問合せ》城崎温泉観光協会☎32-3663

■山陰海岸ジオパーク竹野海岸遊覧船就航
7月11日（土）～８月23日（日）午前９時～　１日４便
◆場所　竹野港
◆内容　遊覧船に乗って山陰海岸ジオパーク竹野エリ

アの見どころを巡るツアー（要予約）
◆利用料金　大人1,500円

小人　750円
幼児　200円

《問合せ》たけの観光協会
☎47-1080

■たけの海上花火大会
７月30日（木）午後８時～９時
◆場所　竹野浜海水浴場
◆内容　夜空を彩るレーザーショーと、海上から打ち

上げられる花火の競演
が魅力的な花火大会
※雨天・荒天の場合は、
31日（金）に順延

《問合せ》たけの観光協会
　　　　  ☎47-1080

■青井浜ワンワンビーチ
　～愛犬と夏の思い出を！～
７月11日（土）～８月23日（日）午前９時～午後５時
◆場所　青井浜海水浴場（竹野浜から約200m東隣）
◆内容　愛犬と一緒に泳いで遊べる「ペット犬専用」の

海水浴場。犬用の温
泉など施設も充実。
犬はライフジャケッ
トを着用のこと

◆利用料金　犬1,000円/頭
《問合せ》たけの観光協会
　　　　  ☎47-1080

■第12回奥小野はすまつり
7月25日（土）・26日（日）午前９時～午後３時
◆場所　奥小野はす園（出石町奥小野）
◆内容　ハスの花の鑑賞、お楽しみくじ、地元農産物・

ハス鉢苗などの
販売、各種バザー
あり

《問合せ》奥小野はす同好
会長　神谷さん
☎52-5072

■日高夏まつり
７月26日（日）
◆場所　JR江原駅周辺
◆内容　ビアガーデン（午後４時～）

パレード（午後４時30分～）
夜店（午後５時～）
ステージイベント
（午後６時～）
花火大会（午後８時～）

日高夏まつり花火募金に協力してください！
日高地域内の事業所等に募金箱を設置しています。
ご協力をお願いします。

《問合せ》日高夏まつり実行委員会（豊岡市商工会
日高支部内）☎42-1251

日高夏まつりには「神鍋線」200円バスが便利です！

■乗って帰ろうデー／ビアガーデン
7月８日（水）午後５時30分～９時
◆場所　市役所市民広場、豊岡稽古堂
◆内容　豊岡ノーマイカーデーの周知

と公共交通での通勤を促すた
め「ビアガーデン」を開催

◆料金　全品一律250円。お得な前売り
チケットあり

《問合せ》都市整備課☎23-1712
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夏をたらふく楽しもう！

■城崎温泉ふるさと祭り（ゆかたの日）
８月４日（火）午後６時～
◆場所　城崎温泉街
◆内容　露店が温泉街にずらりと並び、花火大会など

の楽しいイベントが盛りだくさん
・花火大会（午後９時～）
※荒天の場合は、花火のみ８日（土）に順延

《問合せ》城崎温泉ふるさと祭り実行委員会（豊岡市商
　　　　  工会城崎支部内）☎32-4411

■杞柳製品展示即売会
８月1日（土）午前９時～午後７時
◆場所　本庁舎西ピロティ
◆内容　豊岡の伝統工芸である杞柳製品の展示特売と

かご編み体験
※かご編み体験は、材料費300円が必要

《問合せ》兵庫県杞柳製品協同組合☎23-3821

■愛
あた

宕
ご

の火祭り
8月23日（日）午前10時～午後８時30分
◆場所　伊

い

福
ふく

部
べ

神社周辺（出石町中村）
◆内容　無病息災を祈願し、荒縄で束ねた麦わらに火

を付けて振り回す勇壮
な「火振り」は圧巻。太
鼓演奏や浦安の舞、景
品付き餅まき、各種バ
ザーなど楽しみがいっ
ぱい！

《問合せ》但馬國出石観光協会
　　　　  ☎52-4806

■たんとうひまわりまつり
８月中旬 午前９時～
◆場所　たんとう花公園
◆内容　「たんとうチューリップま

つり」会場跡地に約50万本
のひまわり畑が出現！
※ひまわりの花は持ち帰
り自由

《問合せ》但東シルクロード観光協
会☎54-0500

 １日（土）
柳の宮例大祭
　柳の宮神社（小田井町）
　（午後４時～４時50分）
神
み こ し

輿の巡行・稚
ち

児
ご

行列
　柳の宮神社～JR豊岡駅前
　（午後４時50分～５時50分）
豊岡おどり（子ども連）
　豊岡駅通り
　（午後５時50分～７時）
神輿の巡行
　JR豊岡駅前～柳の宮神社
　（午後７時～９時）
こうのとり音頭
　豊岡駅通り（午後７時10分～８時）
豊岡おどり（大人連）
　豊岡駅通り（午後８時10分～10時）
かばんノミの市・女性会バザー
　本庁舎西側市道（正午～午後９時30分）
 ２日（日）
花火大会
　主な観覧場所は、豊岡南中学校東側堤防
　（午後８時～９時）
　※荒天の場合は、３日（月）に順延
花火募金抽選会
　じばさんビル正面玄関前
　（午後６時30分～８時）
豊岡商工会議所青年部フェスティバル
　総合体育館前広場周辺（午後２時～９時30分）
　※ステージイベント、バザーほか

■柳まつり
８月１日（土）・２日（日）

柳まつり花火募金に協力してください！
・金　額　１口1,000円
・期　限　７月31日（金）
・窓　口　豊岡商工会議所、市エコバレー推進課
※協力していただいた方には、素敵なプレゼントが
当たる「花火募金抽選券」（１口１枚）を渡します。

「記念花火」を募集しています
結婚祝、開店祝、就職祝、新築祝など協賛者の氏名
とメッセージを「お祝いチラシ」「商工会議所ホーム
ページ」に掲載。当日、記念花火のコーナーで紹介
・金　額　１口5,000円
・期　限　７月22日（水）
・窓　口　豊岡商工会議所、市エコバレー推進課

【協賛行事】
・柳の屋台村　まちなかステーション広場（８月１日）
・打ち水大作戦　豊岡駅通り（８月１日）
・とよだ七夕まつり　豊田商店街（８月１～２日）
《問合せ》柳まつり実行委員会（豊岡商工会議所内）
　　　　  ☎22-4456

■豊岡 トワイライト Ｊ
ジ ャ ズ

ＡＺＺ
８月2日（日）午後６時～８時
◆場所　市役所市民広場
◆内容　ワインやビールを飲みな

がら、ジャズ演奏が楽
しめます。中嶋由紀トリ
オ with やびきあきこ、
J
ジェリー

elly B
ビ ー ン ズ

eans F
フ ァ ク ト リ ー

actory
※少雨決行

《問合せ》豊岡駅通商店街振興組合☎23-2367
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に
よ
り
、
有
効
な
取
組
み
を
迅
速

に
行
う
こ
と
が
大
切
」と
説
明
し

ま
し
た
。

　

自
由
討
議
で
は「
豊
岡
の
暮
ら

し
や
す
さ
、
暮
ら
し
に
く
さ
に
つ

い
て
、
移
住
者
か
ら
意
見
を
聞
い

て
は
ど
う
か
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

し
っ
か
り
す
る
こ
と
が
子
育
て
に

良
い
」「
小
中
学
生
に
対
す
る
グ
ロ

ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教

育
が
大
切
」「
豊
岡
の
産
業
と
雇
用

と
を
結
び
つ
け
る
経
済
分
析
が
必

要
」な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
、
10
月
を
め
ど
に
、
2　　
0

　
6　
0
年
に
向
け
た
市
の
人
口
ビ
ジ

ョ
ン
と
、
当
面
す
る
5
カ
年
の
地

方
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
す
。

善
点
等
を
調
査
し
、
無
農
薬
農
法

の
拡
大
に
向
け
た
技
術
の
確
立
を

目
指
し
ま
す
。

　

5
月
15
日
、
第
1
回
豊
岡
市
地

方
創
生
戦
略
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
会
議
は
、
本
市
の
人
口

減
少
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
人

口
年
齢
構
成
を
改
善
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
産
業
、
観
光
、
農
業
、

子
育
て
、
教
育
、
地
域
、
学
識
経

験
者
な
ど
の
委
員
17
人
で
構
成
し

て
い
ま
す
。

　

座
長
の
中
貝
市
長
は「
豊
岡
で

暮
ら
す
価
値
や
魅
力
が
何
か
を
議

論
し
な
が
ら
戦
略
を
ま
と
め
て
い

き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

人
口
問
題
の
専
門
家
で
神
戸
市

外
国
語
大
学
准
教
授
の
中
嶋
圭
介

さ
ん
は「
将
来
世
代
に
ツ
ケ
を
回

さ
な
い
た
め
に
も
、
選
択
と
集
中

▲無農薬栽培にチャレンジする農家

▲豊岡市地方創生戦略会議

▲神戸市外国語大学准教授
　中嶋圭介さん

〜
豊
岡
市
の
人
口
減
少
を
緩
和
す
る
た
め
に
〜

豊
岡
市
地
方
創
生
戦
略
会
議
開
催

〜
無
農
薬
栽
培
の
技
術
確
立
へ
〜

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
に
市
内
16
農
家
参
加

〜
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
推
進
事
業
〜

平
田
オ
リ
ザ
小
･
中
学
校
演
劇
授
業
実
施

【
5
月
】

11
日
・
Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
夢
の
教
室
」

（
〜
13
日
、
18
〜
20
日
、

6
月
8
〜
10
日
）

12
日
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教

育
推
進
事
業（
20
・
26
・

29
日
・
6
月
1
日
）

13
日
・
豊
岡
稽
古
堂
塾
第
2
期
開

　
　
　

講
式

15
日
・
市
芸
術
文
化
参
与
平
田
オ

リ
ザ
さ
ん
に
委
嘱
状
交
付

　
　

・
市
地
方
創
生
戦
略
会
議

18
日
・
市
歴
史
的
建
築
物
保
存
活

用
検
討
委
員
会

　
　

・
市
公
営
企
業
審
議
会

19
日
・
竹
貫
地
場
ソ
ー
ラ
ー
発
電

　
　
　

安
全
祈
願
祭

21
日
・「
国
連
生
物
多
様
性
の
日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」市
長
講

演（
韓
国
昌チ

ャ
ン

原ウ
ォ
ン

市
）

23
日
・
北
但
大
震
災
90
年
メ
モ
リ

　
　
　

ア
ル
事
業

27
日
・「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2　　
0

　
1　
5
」参
加

28
日
・
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
基
本
方
針
策
定

29
日
・
議
会
開
会（
〜
6
月
30
日
）

30
日
・
大
雨
・
洪
水
防
災
訓
練

【
6
月
】

1
日
・
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク

（
〜
6
月
）

4
日
・
市
都
市
計
画
審
議
会

9
日
・
第
11
回
水
害
サ
ミ
ッ
ト　

（
東
京
都
）

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

本
市
が
、
み
の
る
産
業
㈱（
本

社
・
岡
山
県
赤あ

か

磐い
わ

市
）に
、
委
託

し
推
進
し
て
い
る
ポ
ッ
ト
成
苗
の

無
農
薬
栽
培
に
、
市
内
の
16
農
家

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

農
家
は
、
専
用
の
田
植
機
を
使

用
し
、
田
植
え
と
同
時
に
米
ぬ
か

散
布
を
行
い
、
ま
た
乗
用
型
水
田

除
草
機
を
使
用
し
た
少
労
力
･
高

効
率
な
無
農
薬
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
3
年
間
、
収
穫
量
、
食
味

等
の
分
析
と
併
せ
、
実
作
業
の
改

　

5
月
12
日
か
ら
、
モ
デ
ル
校

の
5
校（
豊
岡
･
弘
道
･
城
崎
･

三
方
小
学
校
、
城
崎
中
学
校
）で
、▲豊岡小学校の授業風景

市
の
芸
術
文
化
参
与
の
平
田
オ
リ

ザ
さ
ん
に
よ
る
演
劇
授
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
授
業
は
、
対
等
な
関
係
の

中
で
、
自
分
を
主
張
し
他
人
を
理

解
で
き
る
、
基
礎
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
ら
は
、
複
数
の
班
に
分
か

れ
、
与
え
ら
れ
た
脚
本
に
、
自
由

な
発
想
で
せ
り
ふ
を
加
え
、
最
後

に
演
劇
を
披
露
し
ま
し
た
。
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公
立
豊
岡
病
院
で
は
、
中
学
生

が「
ト
ラ
イ
や
る
議
員
」に
な
り
、

若
手
職
員
が
答
弁
す
る
模
擬
臨
時

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
学

生
は「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
乗
る
看

護
師
に
は
ど
う
し
た
ら
な
れ
る

か
」「
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
救
急
車
の

違
い
」「
医
師
不
足
の
実
態
に
つ
い

て
」な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

　

5
月
下
旬
、
韓
国
の
慶け

い

尚し
ょ
う

南な
ん

道ど
う

ラ
ム
サ
ー
ル
財
団
の
お
招
き
で

「
国
際
生
物
多
様
性
の
日
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」に
出
席
し
、
豊
岡
の
取

組
み
を
話
し
て
き
ま
し
た
。
き
っ

か
け
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
で
す
。

　

出
石
の
巣
塔
か
ら
巣
立
っ
た
コ

ウ
ノ
ト
リ
が
、
昨
年
3
月
、
慶
尚

南
道
金キ

海メ

市
内
の
フ
ァ
ポ
チ
ョ
ン

湿
地
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
現
地

で
ポ
ン
ス
ニ
と
名
付
け
ら
れ
た
こ

の
鳥
は
、
そ
の
湿
地
と
市
内
ポ
ン

フ
ァ
村
の
有
機
農
業
の
水
田
に
長

く
滞
在
し
ま
し
た
。

　

現
地
の
人
々
は
喜
び
、
人
工
巣

塔
が
建
て
ら
れ
、
湿
地
内
の
散
策

路
は「
ポ
ン
ス
ニ
の
道
」と
名
付
け

ら
れ
、
日
韓
を
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
つ

な
ぐ
と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
が
作
ら

れ
、
豊
岡
へ
の
関
心
と
共
感
が
一

気
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　

実
は
、ポ
ン
フ
ァ
村
は
、故
ノ
・

ム
ヒ
ョ
ン
元
大
統
領
の
故
郷
で
す
。

彼
は
大
統
領
を
辞
め
た
後
、
故
郷

に
帰
り
、
ゴ
ミ
だ
ら
け
だ
っ
た
湿

地
の
再
生
活
動
と
有
機
農
業
の
先

頭
に
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
湿
地
と

水
田
が
、
ポ
ン
ス
ニ
を
惹
き
つ
け
、

支
え
た
の
で
す
。

　

2
0
0
8
年
夏
、
ノ
・
ム
ヒ
ョ

ン
さ
ん
の
意
向
が
ぼ
く
た
ち
に

内
々
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。「
豊
岡

に
行
き
た
い
」。

　

残
念
な
が
ら
、
彼
の
死
に
よ
っ

て
実
現
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
、
当
時
の
秘
書
官
2
人
に

会
い
ま
し
た
。「
環
境
に
優
し
い
農

業
を
や
り
な
が
ら
農
家
が
う
る
お

い
、
村
が
活
性
化
し
て
い
る
お
手

本
を
探
せ
と
大
統
領
に
言
わ
れ
、

見
つ
け
た
の
が
豊
岡
で
し
た
。
お

前
た
ち
が
先
遣
隊
と
し
て
行
け
、

と
も
言
わ
れ
ま
し
た
」「
ポ
ン
ス
ニ

は
、
大
統
領
が
呼
び
寄
せ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
」

　

今
で
も
年
間
80
万
人
以
上
が
訪

れ
る
と
い
う
元
大
統
領
の
お
墓
に
、

敬
意
と
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

献
花
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
、
慶
尚
南
道
の
子
ど
も

た
ち
が
豊
岡
を
訪
問
す
る
予
定
で

す
。
韓
国
の
民
放
Ｍ
Ｂ
Ｃ
は
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
番
組
を
制
作
中
で
す
。

　

日
韓
で
、
新
た
な
交
流
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

た
っ
た
1
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

も
た
ら
し
た
も
の
。
そ
の
大
き
さ

を
実
感
し
な
が
ら
帰
国
の
途
に
つ

き
ま
し
た
。

　
　
ポ
ン
ス
ニ
の
旅

92

　

中
学
2
年
生
が
、
学
校
を
離
れ

て
、
地
域
で
活
動
す
る
体
験
学
習

「
ト
ラ
イ
や
る
･
ウ
ィ
ー
ク
」が
、

6
月
1
日
か
ら
6
日
ま
で
、
市
内

全
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
市
内
の
7
7
0
人
の

中
学
生
が
、
興
味
や
関
心
を
持
っ

た
2
7
2
の
事
業
所
で
活
動
し
ま

し
た
。

　

5
月
23
日
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
大
正
14
年
5
月
の
北
但

大
震
災
か
ら
90
年
を
迎
え
、
災
害

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
ま
た
過
去
の
災
害
経

験
を
防
災
、
減
災
対
策
に
生
か

〜
災
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
〜

北
但
大
震
災
90
年
メ
モ
リ
ア
ル
事
業「
後
世
に
伝
え
る
こ
と
」実
施

〜
職
場
体
験
な
ど
を
通
し
て
地
域
に
学
ぶ
〜

中
学
2
年
生「
ト
ラ
イ
や
る・
ウ
ィ
ー
ク
」実
施

▲戯曲「Bridge」の制作にかけた思いを
語る西　史夏さん

▲起震車による地震体験
▲公立豊岡病院の「トライやる臨
時議会」

す
こ
と
を
目
的
に
、
じ
ば
さ
ん

T
A
JIM
A

で
、
北
但
大
震
災
90

年
メ
モ
リ
ア
ル
事
業「
後
世
に
伝

え
る
こ
と
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
出
石
在
住
の
中
村
英

夫
さ
ん
の「
過
去
最
大
の
惨
害『
北

但
大
震
災
』」と
題
し
た
講
演
や
、

北
但
大
震
災
を
題
材
に
し
、
日
本

劇
作
家
大
会
2　
0　
1　
4
豊
岡
大
会

で
、
こ
う
の
と
り
短
編
戯
曲
賞
に

輝
い
た
戯
曲「B

ridge

（
ブ
リ
ッ

ジ
）」を
女
優
の
木
野　

花
さ
ん
が
、

朗
読
し
ま
し
た
。

　

戯
曲
の
作
者
の
西　

史ふ
み

夏か

さ
ん

は「
私
た
ち
は
、
震
災
か
ら
90
年

後
の
今
を
生
き
て
い
る
。
こ
の
戯

曲
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
出
来
事
に

役
に
立
つ
言
葉
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
」と
制
作
に
か
け
た
思
い
を
語

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
震
災
写
真
展
や
災
害
対

策
車
両
の
展
示
の
ほ
か
、
地
震
体

験
が
で
き
る
起
震
車
も
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
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市
政
の
動
き

　  

6
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

  

5
月
29
日
、
平
成
27
年
第
2
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
①
中
小
企
業
庁
が
公
表

し
た「
2
0
1
5
年
版
中
小
企
業

白
書
」で
、
経
済
・
社
会
構
造
の

変
化
を
踏
ま
え
た
地
域
の
対
応
事

例
と
し
て
、
本
市
が
紹
介
さ
れ
た

こ
と
②
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
被
災
地

救
援
募
金
を
募
る
こ
と
③
韓
国
で

開
催
さ
れ
た「
国
際
生
物
多
様
性

の
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」に
参
加
し
、

本
市
の
取
組
み
を
紹
介
し
た
こ
と

―
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
当
面
す
る
市
政
の
諸

課
題
な
ら
び
に
提
出
議
案
の
主
な

も
の
を
説
明
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
ま
ち

○
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　

整
備
事
業

　

前
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
い

る
五
つ
の
基
地
局
の
う
ち
、豊
岡
・

竹
野
・
大
岡
山
・
郷ご

う

路ろ

岳だ
け

の
各
基

地
局
は
、
来
年
度
の
運
用
開
始
に

向
け
て
順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
当
初
建
設
を
予
定
し

て
い
た
瀬
戸
地
内
の
港
基
地
局
で

は
、
県
建
築
基
準
条
例
上
、
擁
壁

の
設
置
が
必
要
に
な
る
等
の
こ
と

か
ら
、
建
設
場
所
を
港
中
学
校

プ
ー
ル
跡
地
に
変
更
し
ま
す
。

　

位
置
変
更
で
、
追
加
工
事
が
必

要
と
な
っ
た
た
め
、
工
事
請
負
変

更
契
約
の
議
案
を
提
出
し
て
い
ま

す
。

○
新
た
な
火
災
予
防
対
策

　

城
崎
の
大
火
災
を
受
け
、
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
と
火
災
警
報
器
と

の
連
動
を
図
り
ま
す
。
こ
の
連
動

で
、
火
災
警
報
器
が
火
災
を
感
知

し
た
際
は
、
直
接
、
消
防
本
部
に

通
報
が
入
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
火
活
動
を
よ
り
迅
速

に
行
う
た
め
、
密
集
し
た
街
区
ご

と
に
消
防
車
の
停
車
位
置
や
放
水

位
置
等
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
消

防
活
動
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
部
改
正

　

5
月
に「
平
成
27
年
度
豊
岡
市

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
の
基
本

方
針
に
つ
い
て
」の
答
申
を
受
け
、

条
例
の
一
部
改
正
案
を
提
出
し
て

い
ま
す
。

　

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
医
療

費
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
3
・

0
％
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 　

国
民
健
康
保
険
税
額
の
決

定
に
当
た
っ
て
は
、
繰
越
金

9
千
5
百
万
円
と
国
民
健
康
保

険
財
政
調
整
基
金
5
千
万
円
を

充
て
、
被
保
険
者
一
人
当
た
り

の
税
額（
基
礎
課
税
分
＋
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
＋
介
護
納
付
金

分
）は
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の

9
万
9
8
4
2
円
に
な
り
ま
す
。

　

資
産
割
は
、
全
国
的
に
見
直
し

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
改
正
国

民
健
康
保
険
法
で
は
、
平
成
30
年

4
月
か
ら
都
道
府
県
は
、
市
町
村

と
と
も
に
国
民
健
康
保
険
の
保
険

者
に
な
り
、
兵
庫
県
は
、
各
市
町

の
保
険
算
定
方
式
と
し
て
所
得
割
、

均
等
割
、
平
等
割
の
3
方
式
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
市
は
こ
れ
ら
を

勘
案
し
資
産
割
を
廃
止
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
今
年
度
か
ら
10
年
間

を
か
け
て
、
徐
々
に
資
産
割
の
賦

課
割
合
の
減
少
と
、
所
得
割
の
賦

課
割
合
の
増
加
を
行
う
激
変
緩
和

措
置
を
講
じ
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

○
北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

　

現
在
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ご

み
ピ
ッ
ト
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打

設
、
建
屋
の
鉄
骨
組
立
て
、
焼
却

炉
等
プ
ラ
ン
ト
設
備
の
設
置
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
進
捗
率
は
、
4

月
30
日
現
在
で
、
計
画
値
16
・

7
％
に
対
し
て
16
・
0
％
で
す
。

　

6
月
に
、
焼
却
炉
で
発
生
す
る

熱
を
発
電
に
利
用
す
る
た
め
の
ボ

イ
ラ
ー
の
設
置
、
9
月
に
焼
却
炉

に
ご
み
を
投
入
す
る
ホ
ッ
パ
ー
の

設
置
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

5
月
10
日
に
は
、
北
但
行
政
事

務
組
合
主
催
の
現
地
見
学
会
が
行

わ
れ
、
構
成
市
町
の
住
民
61
人
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
の
循
環
型
社
会
形
成

推
進
交
付
金
は
、
平
成
27
年
度
以

降
の
交
付
予
定
が
前
倒
し
と
な
り
、

平
成
26
年
度
末
に
追
加
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
市
の
負
担

金
は
、
平
成
26
年
度
が
減
少
し
、

平
成
27
年
度
が
増
額
し
ま
し
た
。

　

今
議
会
に
、
北
但
行
政
事
務
組

合
へ
の
負
担
金
増
額
に
係
る
補
正

予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業

　
「
豊
岡
エ
コ
バ
レ
ー
・
竹
貫
地

場
ソ
ー
ラ
ー
」は
、
5
月
19
日
に

安
全
祈
願
祭
を
行
い
、
6
月
中
旬

に
工
事
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

第
1
期
分
は
10
月
、
第
2
期
分

は
12
月
の
竣し

ゅ
ん

工こ
う

を
目
指
し
ま
す
。

　

敷
地
は
、
市
の
土
地
開
発
基
金

が
管
理
す
る
土
地
で
、
売
電
収
入

の
一
部
を
原
資
に
、
土
地
開
発
基

金
か
ら
用
地
を
買
い
戻
し
ま
す
。

　

施
設
の
完
成
で
、
市
直
営
全
体

の
発
電
規
模
は
、
2
・
8
メ
ガ

ワ
ッ
ト
と
な
り
、
一
般
家
庭
の
約

8
0
0
軒
分
の
電
力
を
賄
え
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
促
進
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
多
様
化
に
努
め
ま
す
。

○
下
水
道
使
用
料
改
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
討
状
況

　

下
水
道
事
業
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
元
利
償
還
金
の
返
済
資
金
が

不
足
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
公
営
企
業
審
議
会
に
、
使
用

料
の
あ
り
方
の
諮
問
を
し
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
会
計
で
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
出
金
が
約
26
億
円

で
、
収
入
の
構
成
の
中
で
最
も
大

き
な
比
率
を
占
め
、
今
年
度
で
は
、

下
水
道
使
用
料
収
入
の
1
・
8
倍

で
す
。

　

繰
出
金
の
考
え
方
が
、
使
用
料

改
定
を
検
討
す
る
上
で
大
き
く
影

響
す
る
た
め
、
一
般
会
計
が
繰
り

出
す
基
準
の
見
直
し
も
行
い
ま
す
。

　

両
会
計
間
の
負
担
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
健
全
で
適
切
な
基
準
を

設
定
し
た
上
で
、
今
後
の
市
公
営

企
業
審
議
会
で
の
審
議
も
踏
ま
え

て
、
使
用
料
改
定
の
検
討
を
進
め

ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　

高
め
る
ま
ち

○
海
外
戦
略
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コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
施
し
ま
す
。

　

竹
野
ジ
オ
エ
リ
ア
拠
点
施
設
に

ふ
さ
わ
し
い
外
観
と
な
る
よ
う
、

外
壁
の
色
な
ど
も
配
慮
し
ま
す
。

○
若
手
農
家
支
援
事
業

  

将
来
の
豊
岡
農
業
を
担
う
若
い

農
業
者
の
所
得
の
向
上
と
安
定
化

を
図
り
、
農
業
の
魅
力
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
観
点
か
ら
、
園
芸
用
ハ
ウ

ス
の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
支
援
す
る
制
度
を
設
け
ま
す
。

　

対
象
は
、
農
業
経
営
を
開
始
し

て
か
ら
5
年
未
満
、
原
則
45
歳
以

下
の
新
規
就
農
者
お
よ
び
豊
岡
農

業
ス
ク
ー
ル
卒
業
生
で
す
。

　

事
業
期
間
は
、
今
年
度
か
ら
平

成
29
年
度
ま
で
の
3
年
間
で
、
対

象
事
業
費
の
4
分
の
3
以
内
を
補

助
し
ま
す
。

○
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
・

　
　

山
陰
近
畿
自
動
車
道
の
整
備

　

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
の
豊
岡

南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
豊
岡

北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の

「
豊
岡
道
路
」が
、
都
市
計
画
審
議

会
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
国
の
同
意
を
得
て
都
市

計
画
決
定
さ
れ
、
整
備
に
向
け
て

大
き
く
動
き
出
し
ま
す
。

　

山
陰
近
畿
自
動
車
道
は
、
現
在
、

国
に
対
し
、
豊
岡
以
東
の
直
轄
権

限
代
行
に
よ
る
事
業
促
進
の
要
望

を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

県
は
、
国
事
業
に
よ
る
事
業
着

手
に
向
け
、
国
と
連
携
協
力
し
て

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
と
の
接
続

を
含
め
、
改
め
て
ル
ー
ト
の
あ
り

方
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
進
め

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
関
係
者
一
丸
と
な
り
、

早
期
整
備
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

○
タ
ー
ゲ
ッ
ト
7ナナ　
0マル

　

平
成
26
年
度
の
但
馬
空
港
利
用

者
数
は
2
万
9
0
8
2
人
で
、
2

年
連
続
で
前
年
度
を
上
回
り
、
平

成
20
年
度
に
続
く
開
港
以
来
2
番

目
の
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
率
は
、
前
年
度
比
1
・
5

ポ
イ
ン
ト
増
の
63
・
7
％
で
し
た
。

　

ま
た
、
伊
丹
経
由
の
東
京
乗
継

利
用
者
数
も
1
万
1
1
9
3
人
と

2
年
連
続
で
増
加
し
、
開
港
以
来

の
最
高
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

要
因
と
し
て
は
①
羽
田
空
港
へ

の
乗
継
の
利
便
性
が
広
く
認
知
さ

れ
て
き
た
こ
と
②
平
成
23
年
度
か

ら
発
着
時
刻
が
繰
り
上
げ
ら
れ
て

い
た
冬
期
の
1
月
か
ら
2
月
の
午

後
便
が
、
夏
期
同
様
の
ダ
イ
ヤ
設

定
と
な
り
、
一
定
の
利
便
性
が
確

保
さ
れ
た
こ
と
―
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
県
が
設
置
し
た「
コ
ウ

ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の
利
活
用
検
討

会
議
」は
、
学
識
者
や
地
域
住
民

代
表
等
に
よ
る
検
討
内
容
や
、
県

民
の
意
見
も
踏
ま
え
、
6
月
に
利

活
用
方
策
を
公
表
す
る
予
定
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
利
活
用
方
策
の

内
容
を
十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、
東

京
直
行
便
の
実
現
に
向
け
て
、
年

間
利
用
率
70
％
を
目
指
し
、
引
き

続
き
東
京
乗
継
利
用
を
中
心
と
し

た
但
馬
―
伊
丹
路
線
の
利
用
促
進

に
努
め
ま
す
。

　
《
市
政
の
運
営
》

○
豊
岡
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び

　
　

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
策
定

　

移
住
・
定
住
や
結
婚
な
ど
を
促

進
し
て
、
人
口
減
少
を
緩
和
す
る

と
と
も
に
、
人
口
年
齢
構
成
を
改

善
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
地
方

創
生
戦
略
会
議
を
、
5
月
15
日
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
10
月
を
め
ど
に「
豊
岡
市

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」お
よ
び「
地
方
創

生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
ま
す
。

○
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

　
（
通
称「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
国
民

一
人
一
人
に
12
桁
の
個
人
番
号
を

付
し
、
法
人
に
13
桁
の
法
人
番
号

を
付
番
し
ま
す
。

　

今
年
10
月
に
、
市
か
ら
市
民
に

個
人
番
号
を
通
知
し
、
来
年
1
月

か
ら
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
や

公
的
書
類
へ
の
一
部
利
用
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。
そ
の
後
、
平
成

29
年
1
月
か
ら
国
の
機
関
の
間
で
、

同
年
7
月
か
ら
は
、
地
方
公
共
団

体
で
も
情
報
連
携
が
開
始
さ
れ
ま

す
。

　

行
政
機
関
相
互
の
情
報
連
携
に

は
、
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要
の
た

め
、
今
議
会
に
関
連
経
費
の
補
正

予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

適
切
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
安
定
し
た
財
政
運
営
を
両
立
さ

せ
る
た
め
、
平
成
26
年
度
と
27
年

度
の
2
カ
年
で
、
基
本
方
針
、
公

共
施
設
再
編
計
画（
案
）、
中
長
期

保
全
計
画（
案
）を
ま
と
め
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
こ
の
た
び
、
基
本

方
針
の
策
定
を
終
え
ま
し
た
。

　

現
在
保
有
す
る
公
共
施
設
を
全

て
維
持
す
る
と
、
年
平
均
で
約

46
億
円
が
必
要
で
す
が
、
毎
年
度

約
25
億
円
の
投
資
し
か
で
き
ず
、

20
億
円
以
上
が
不
足
す
る
見
込
み

で
す
。

　

今
後
は「
施
設
の
整
備
」か
ら

「
機
能
の
提
供
」へ
発
想
転
換
し
、

市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
特
性
を
的
確

に
捉
え
た
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で
き

る
よ
う
、
公
共
施
設
再
編
計
画

（
案
）、
中
長
期
保
全
計
画（
案
）の

作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成
26
年
に
、
本
市
に
宿

泊
し
た
外
国
人
旅
行
者
数
は

1
万
5
2
3
1
人
で
、
平
成
25
年

（
1
万
4
5
7
人
）の
約
1
・
5
倍

に
増
加
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
も
、

1
月
か
ら
3
月
の
3
カ
月
間
の
速

報
値
で
は
、
市
全
体
で
前
年
の
約

1
・
7
倍
で
す
。

　

そ
の
内
城
崎
温
泉
は
、

3
1
1
9
人
か
ら
5
0
6
5
人
と

約
1
・
6
倍
に
伸
び
て
い
ま
す
。

城
崎
温
泉
以
外
の
地
域
で
は
、
豊

岡
地
域
と
日
高
地
域
が
大
き
な
伸

び
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

同
時
期
の
国
の
速
報
値
が
対
前

年
比
約
1
・
4
倍
の
増
加
の
た
め
、

国
全
体
よ
り
も
大
幅
に
伸
び
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
民
間
事
業

者
と
連
携
し
な
が
ら
、
海
外
か
ら

の
誘
客
の
取
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

○
竹
野
北
前
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

竹
野
北
前
館
は
、
建
築
後
23
年

が
経
過
し
、
今
年
3
月
に
施
設
の

外
壁
の
一
部
の
タ
イ
ル
が
剥
落
し

た
ほ
か
、
別
の
箇
所
で
も
タ
イ
ル

の「
浮
き
」が
確
認
さ
れ
た
た
め
、

施
設
全
面
の
外
壁
を
改
修
し
ま
す
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
る
た
め
、

既
存
の
タ
イ
ル
を
剥
が
し
て
断
熱

性
に
優
れ
た
塗
料
を
塗
布
し
、
そ

の
上
に
色
あ
せ
や
汚
れ
を
防
ぐ
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5
月
27
日
、
人
口
規
模
が
ほ
ぼ

同
じ
自
治
体
や
地
区
同
士
で
住

民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
率
を
競
う

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
5
」が
、

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
日
常
的

な
ス
ポ
ー
ツ
の
習
慣
化
に
向
け
た

き
っ
か
け
づ
く
り
や
住
民
の
健
康

づ
く
り
な
ど
を
目
的
と
し
た
住
民

総
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
。
対
戦
相
手

に
敗
れ
た
場
合
は
、
相
手
自
治
体

の
旗
を
庁
舎
の
メ
イ
ン
ポ
ー
ル
に

過
去
最
高
の
参
加
率 

昭
島
市
に
勝
利
!!

̶
̶
̶

２
年
連
続
の
勝
利　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
5

1
週
間
掲
揚
し
、
相
手
の
健
闘
を

た
た
え
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
ル

ー
ル
が
特
徴
で
す
。

　

本
市
で
は
、
2
年
連
続
の
勝
利

を
目
指
し
、
ダ
ン
ス
や
体
操
、
ス

ポ
ー
ツ
ご
み
拾
い
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
、
6
万
7
7
6
2
人（
79
・

1
％
）が
参
加
。
過
去
最
高
の
参

加
率
で
、
昭
島
市（
東
京
都
）に
勝

利
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
21

－

9
0
2
3

　

7
校
区
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21

が
参
加
し
ま
し
た
。
校
区
の
人
数

で
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
二
つ
に
分
け
、

校
区
ご
と
の
参
加
者
数
を
競
い
ま

し
た
。1玄さんと一緒にチャレンジデー（市役所

市民広場）
2ラジオ体操（日高農村環境改善センター）
3出石城跡ウォーク
4サンサン体操（城崎子育てセンター）
5ダーツ（高橋地区公民館）
6健闘をたたえ昭島市と豊岡市の市旗を
掲揚（市役所市民広場）

【表紙写真】❶生きもの観察（竹野スノーケルセンター）　　❷清滝溶岩流ウォーク
❸ポスチュアウォーキング（立野庁舎）　　　　❹ロープジャンプＸ（中央町）

校
区
対
抗
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

ス
ポ
ー
ツ
ご
み
拾
い

ロ
ー
プ
ジ
ャ
ン
プ
Ｘ

　

制
限
時
間
内
に
拾
っ
た
ご
み
の

質
と
量
を
ポ
イ
ン
ト
で
競
う
ス
ポ

ー
ツ
。
5
人
で
1
チ
ー
ム
で
す
。

《
順
位
》
①
江
本
な
か
よ
し
5
人

組
②
み
ち
草
5
③
豊
岡
地
区
公

民
館　

太
極
拳
１
※
66
チ
ー
ム

参
加

　

3
人
以
上
で
跳
ん
で
得
点
を
競

う
大
縄
跳
び
。
跳
ぶ
人
数
×
回
数

で
ポ
イ
ン
ト
算
出
し
ま
す
。

《
順
位
》
①
豊
岡
消
防
第
1
②
豊

岡
消
防
ザ
・
3
Ｆ
③
6
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
※
48
チ
ー
ム
参
加

市　名 人　口 参加者数 参加率
豊岡市 　85,665人 67,762人 79.1％
昭島市 112,659人 85,541人 75.9％

順位 チーム名 参加者数
１ ひだか・せいしゅう 411人
２ とよおか新田 309人
３ とよおか三江 285人
４ こくふ 180人

順位 チーム名 参加者数
１ とよおか中筋 147人
２ とよおか奈佐 　77人
３ たかはし 　37人

《チャレンジデー2015取組み結果》

《カテゴリー１の順位》

《カテゴリー２の順位》

1

2

3

4 5

6
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今
夏
の
電
力
需

給
の
見
通
し
は
、
昨

夏
と
同
様
に
厳
し

い
た
め
、
本
市
で

は
昨
年
並
み
の
節

電
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
体
調
に
十

分
気
を
付
け
な
が
ら
、
可
能
な
限

り
節
電
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

7
月
1
日（
水
）〜
9
月

30
日（
水
）の
平
日
※
8
月
13
日

　

市
議
会
の
活
動

報
告
を
行
い
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
伺
う「
市
民
と

市
議
会
を
つ
な
ぐ

懇
談
会
」（
議
会
報

告
会
）を
開
催
し
ま

す
。

　

誰
で
も
、
ど
の
会

場
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

今
夏
も
節
電
を
お
願
い
し
ま
す

〜
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
で
涼
も
う
〜

（
木
）・
14
日（
金
）を
除
く

▼
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
8
時

▼
内
容　

平
成
26
年
夏
実
績
同
様

の
節
電
実
施

※
関
西
電
力
㈱
か
ら
緊
急
の
節
電

要
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
防
災

行
政
無
線
放
送
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課

　

☎
23

－

4
4
8
0

《
問
合
せ
》
議
会
事
務
局

　

☎
23

－

1
1
1
9

●無料施設（39施設）の開館日の午後１時～４時
　豊岡市民プラザ交流サロ
ン、コウノトリ文化館、
県民交流広場（各地区公
民館内・一部除外公民
館あり）、図書館本館・
各分館、各子育てセンタ
ー（乳幼児親子で利用）

●有料施設（４施設）の入館料が半額※市民限定
　市立歴史博物館｢但馬国府・国分寺館｣、植村直己冒険館、
　日本・モンゴル民族博物館、市立美術館「伊藤清永記念
館」

クールスポット

家庭での節電取組み例
●冷房の設定温度を26度から28度にする⇒節電効果10％
　→健康・環境ポイント対象
●エアコンを消し、扇風機を使用する⇒節電効果50％
●冷蔵庫の設定温度を｢強｣から｢中｣に変え、扉を開ける時
間を減らし、食品を詰め過ぎない⇒節電効果２％

市民と市議会をつなぐ懇談会
～議会報告会を開催します～

月　日 時　間 会　場

７月21日
（火）

午後７時30分～９時

本　　庁　　舎　２階　大会議室

出　石　庁　舎　２階　大会議室

但　東　庁　舎　２階　大会議室

７月22日
（水）

城　崎　庁　舎　２階　大会議室

竹　野　庁　舎　１階　大会議室

日高文化体育館　２階　小ホール

　

平
成
26
年
度
の

豊
岡
市
く
ら
し
の

相
談
室
で
受
け
付

け
た
相
談
件
数
は

5
6
4
件
で
し
た
。

昨
年
度（
5
6
3
件
）と
ほ
ぼ
同
じ

件
数
で
、
多
く
の
消
費
生
活
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
っ
せ
ん（
※
注
）や
助

言
に
よ
る
被
害
救
済
額
は
昨
年
度

よ
り
約
6
6
9
万
円
増
え
、
約

5
1
4
3
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
※
注
）…
事
業
者
と
相
談
者
の
間

に
入
り
、
返
金
交
渉
な
ど
を
行

う
こ
と

く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
74

〜
平
成
26
年
度
消
費
生
活
相
談
状
況
〜《

豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付
　
月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所
　
生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談
　
☎
21

－

9
0
0
1

▼
メ
ー
ル
で
の
架
空
請
求
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
増
加

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
に

メ
ー
ル
で
、
利
用
し
た
覚
え
の
な

い
料
金
を
請
求
さ
れ
る
架
空
請
求

の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
メ
ー
ル
に
は「
期
日
ま
で
に

連
絡
す
る
よ
う
に
」な
ど
と
書
い

て
あ
り
、
連
絡
す
る
と
、
業
者
か

ら
の
請
求
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度

相
談
の
傾
向
・
特
徴

▼
投
資
詐
欺
が

　
　
　
　
　

よ
り
巧
妙
・
悪
質
に

　

電
話
や
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で

未
公
開
株
や
社
債
の
購
入
を
持
ち

掛
け
ら
れ
た
と
い
っ
た
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
中
に
は
、

被
害
の
救
済
や
公
的
機
関
を
名
乗

り
勧
誘
す
る
悪
質
な
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
お
金
を

振
り
込
み
、
被
害
に
遭
っ
た
と
い

う
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。

▼
個
人
情
報
を
聞
き
出
す

　
　
　
　
　
　
　

不
審
電
話
急
増

　

電
話
で
公
的
機
関
な
ど
を
か
た

り
、
年
齢
、
家
族
構
成
、
生
活
費

な
ど
の
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う

と
す
る
不
審
な
電
話
の
相
談
が
急

増
し
ま
し
た
。
高
齢
者
の
ひ
と
り

暮
ら
し
だ
と
分
か
る
と
、
し
ば
ら

く
し
て
か
ら
電
話
を
掛
け
て
き
て
、

詐
欺
に
引
き
込
も
う
と
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
し
た
。
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今
年
も
河
川
の
出
水
期
を
迎
え

ま
し
た
。
円
山
川
の
下
流
に
位
置

す
る
豊
岡
盆
地
周
辺
は
、
氾
濫
が

非
常
に
起
き
や
す
い
地
形
で
す
。

　

ま
た
〝
ゲ
リ
ラ
豪
雨
〞
と
呼
ば

れ
る
局
地
的
で
短
時
間
に
猛
烈
な

雨
が
降
る
回
数
も
確
実
に
増
え
て

い
ま
す
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め「
自
分
た
ち
の
命
は
自
分

た
ち
で
守
る
」と
い
う
心
構
え
と

日
頃
か
ら
の
準
備
、
そ
し
て
家
庭

や
地
域
で
の
連
携
と
助
け
合
い
を
、

ぜ
ひ
、
お
願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
防
災
課
防
災
係

　

☎
23

－

1
1
1
1

も
う
一
度
確
認
！

　
　
　
　
　
　

市
の
避
難
情
報

　

避
難
情
報
は
3
種
類
あ
り
ま
す
。

災
害
の
危
険
が
高
ま
る
と「
避
難

準
備
情
報
」を
発
令
し
ま
す
。
さ

ら
に
危
険
が
迫
る
と「
避
難
勧
告
」、

さ
ら
に
は「
避
難
指
示
」を
発
令
し

ま
す
。『
避
難
指
示
』で
は
、
直
ち

に
避
難
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
態
の
展
開
が
あ
ま
り

に
急
な
場
合
に
は
、い
き
な
り「
避

難
勧
告
」を
発
令
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

河
川
の
排
水
ポ
ン
プ
を

　

停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

円
山
川
の
水
位（
立
野
水
位
観

測
所
）が
7
・
16
ｍ
を
越
え
、
さ

ら
に
上
昇
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、

堤
防
の
決
壊
を
防
ぐ
た
め
、
排
水

ポ
ン
プ
を
停
止
し
ま
す
。
そ
の
後
、

内
水
位
が
一
気
に
上
昇
し
ま
す
。

出
水
期
に『
備
え
る
』

　
　
　
　
　

大
切
な
ポ
イ
ン
ト

▼
防
災
情
報
を
確
認

○
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
…
気
象
予
報
・

警
報
な
ど
が
入
手
で
き
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
が
便
利

で
す（
リ
モ
コ
ン
の
d
ボ
タ
ン
）。

○
防
災
行
政
無
線
放
送
…
台
風
や

河
川
水
位
、
避
難
勧
告
等
の
情

報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
聴
覚

障
害
の
方
に
は
、
フ
ァ
ク
ス
で

お
知
ら
せ
し
ま
す（
要
申
込
み
）。

○
と
よ
お
か
防
災
ネ
ッ
ト
…
携
帯

電
話
で
、
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら「
お

知
ら
せ
メ
ー
ル
」の
登
録
を
行
う

と
、
災
害
時
の
防
災
行
政
無
線

放
送
の
内
容
な
ど
が
届
き
ま
す
。

　

http://bosai.net/toyooka/

○
そ
の
他
…
気
象
庁
や
国
土
交
通

省
、
兵
庫
県
、
市
な
ど
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

▼
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備　

各

家
庭
で
3
日
分
以
上
の
飲
料
水

や
食
料
、
生
活
必
需
品
の
備
蓄

今
年
も
河
川
の「
出
水
期
」に『
備
え
』ま
し
ょ
う
！

〜
少
し
で
も
危
険
を
感
じ
た
ら
、
早
め
の
避
難
を
〜

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
避
難
所
を
確
認　

市
が
指
定
す

る
避
難
所
に「
災
害
時
避
難
所

標
示
板
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

最
寄
り
の
避
難
所
と
避
難
経
路

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
避
難
が
遅
れ
た
と
き
は
、
建
物

の
2
階
以
上
に
！　

夜
間
や
激

し
い
降
雨
時
、
道
路
冠
水
時
な

ど
避
難
経
路
上
の
安
全
が
確
認

で
き
な
い
場
合
は
、
指
定
避
難

所
へ
の
移
動
は
極
力
避
け
、
自

宅
等
の
2
階
以
上
に
緊
急
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
に
協

力
を
！　

災
害
時
要
援
護
者

（
高
齢
者
や
子
ど
も
、
病
気
の

方
な
ど
）の
避
難
は
、
地
域
み

ん
な
で
協
力
し
、
安
否
確
認
や

避
難
の
呼
び
掛
け
、
手
助
け
を

し
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
ろ
う
！

　

出
水
期
に
は
土
砂
災
害
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
少
し
で
も

異
変
を
感
じ
た
と
き
は
、
早
め
に

自
主
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
の
例

○
急
に
川
の
水
が
濁
る

○
裏
山
か
ら
変
な
音（
地
鳴
り
等
）

や
土
く
さ
い
に
お
い
が
す
る

○
崖
か
ら
小
石
が
落
ち
る

○
崖
の
亀
裂
か
ら
水
が
噴
き
出
す

台風などの接近時に、河川や田畑の様子を見に行くことは大変危険です。
絶対にしないでください。注意！！

皆さんの行動

避難するときは、水や食料・
防寒着などを自分で持って
行くんじゃよ!!

円山川立野地点の水位を例に掲載

⬅堤防高（8.66m）
危険が迫っています。
直ちに避難を完了してください。

避難してください。
避難に時間を要する方は、避難を完了
してください。

避難の準備を始めてください。
避難に時間を要する方（災害時要援護
者）は、避難を開始してください。
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▼
交
通
量
が
多
い
場
所
で
、
負
傷

者
や
事
故
車
両
の
安
全
確
保
が

必
要
な
と
き

▼
狭
い
場
所
や
高
所
な
ど
、
傷
病

者
の
搬
送
に
時
間
が
か
か
る
と

き
※
救
急
車
を
呼
ん

だ
の
に
消
防
車

が
先
に
到
着
す

る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
救
急

車
も
出
動
し
て
い
ま
す
の
で
安

心
し
て
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
市
消
防
本
部
警
防
課

救
急
救
助
係
☎
24

－

８
０
３
８

　

市
消
防
本
部
で
は
、
こ
れ
ま
で

も
Ｐ
Ａ
連
携
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
新
た
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
の
救

急
資
器
材
を
消
防
車

に
整
備
し
、
救
急
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

　

近
く
の
救
急
車
が
出
動
中
で
も

消
防
隊
が
先
に
現
場
に
駆
け
付
け
、

適
切
な
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ

る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
を
行
う
こ

と
で
、
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

円
以
下
の
罰

金
に
処
せ
ら

れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

自
転
車
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ

て
安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課

　

☎
21

－

9
0
0
1

　

市
で
は
、
救
急
時

に
必
要
な
情
報
を
特

定
の
場
所（
冷
蔵
庫
）

に
保
管
し
、
救
急
隊

の
迅
速
な
活
動
に
つ

な
げ
る
た
め
、
救
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
を

配
布
し
ま
す
。

▼
対
象　

65
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
の

方
、
65
歳
以
上
の

方
の
み
の
世
帯
な

ど
▼
内
容　

保
管
容
器
、

マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー

ル
、
医
療
情
報
記

録
用
紙

　

効
率
的
な
救
急
活
動
や
早
急

な
救
命
処
置
を
行
う
た
め
、
消

防
車（P

ポ

ン

パ

ー

u
m
p
er

）と
救
急
車

（A

ア
ン
ビ
ュ
ラ
ン
ス

m
bulance

）が
同
時
、
ま
た

は
先
行
し
て
出
動
す
る
活
動
の
こ

と
で
す
。
消
防
車
、
救
急
車
双
方

の
頭
文
字
か
ら
Ｐ
Ａ
連
携
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

　

自
転
車
利
用
者
や
事
業
者
に
対

し
、
10
月
1
日
か
ら
自
転
車
損
害

賠
償
保
険
等
へ
の
加
入
が
県
の
条

例
で
義
務
付
け
ら
れ
ま
す（
未
加

入
者
に
対
す
る
罰
則
規
定
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

　

自
転
車
事
故
で
生
じ
た
他
人
の

生
命
や
身
体
の
損
害

を
補
償
す
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
加
入
す
る

保
険
は
ど
の
保
険
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

自
転
車
の
運
転
マ

ナ
ー
を
守
り
、
も
し
も
の
と
き
に

備
え
て
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
運
転
中
に
信
号
無
視
、

一
時
不
停
止
、
酒
酔
い
運
転
、
ブ

レ
ー
キ
不
良
自
転
車
運
転
な
ど
、

危
険
な
交
通
違
反
を
3
年
以
内
に

2
回
以
上
繰
り
返
し
た
14
歳
以
上

の
人
は
、
自
転
車
運
転
車
講
習
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
受

講
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
は
5
万

自
転
車
運
転
者
講
習
制
度

自
転
車
保
険
に
加
入
を

〜
自
転
車
事
故
を
補
償
〜

自
転
車
運
転
に
も
心
構
え
と
備
え
を

〜
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
〜

7
月
1
日
か
ら
Ｐ
Ａ
連
携
を
強
化
！

救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
に

　夏休みに入る開放感、レジャーや暑さによる疲労等で、
夏は交通事故につながりやすい時期です。
　「事故を起こさない」「事故に遭わない」ために、交通ルー
ルの遵守と正しい交通マナーの実践を心掛けましょう。

保管容器、マグネットシ
ール、医療情報記録用紙

救急体制を強化

夏の交通事故防止運動　７月15日（水）～24日（金）

救急医療情報キットを配布します
～高齢者の安全のために～

▼子どもと高齢者の交通安全　▼自転車の交通安全
▼飲酒運転など悪質・危険な運転の根絶
▼全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正
しい着用の徹底

重
要
項
目

▼
そ
の
他　

詳
し
く
は
、
7
月

25
日
発
行
の
広
報
と
よ
お
か

2
4
3
号
と
一
緒
に
配
布
す
る

チ
ラ
シ「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
を
配
布
し
ま
す
」を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

Ｐ
Ａ
連
携
と
は
？

Ｐ
Ａ
連
携
の
強
化
と
は
？

こ
ん
な
と
き
に

消
防
車
も
出
動
し
ま
す

《
問
合
せ
》
高
年
介
護
課
高
齢
者

　

支
援
係
☎
29

－

0
0
5
5

▼
心
肺
停
止
状
態（
疑
い
含
む
）で

素
早
い
救
命
処
置
が
必
要
な
と

き
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豊
岡
市
は
、
か
な
書
道
界
に
大

き
な
功
績
を
残
し
た
仲
田
光
成
の

生
誕
地
で
す
。

　

こ
の
功
績
を
記
念
す
る
と
と
も

に
、
か
な
書
の
普
及
と
地
域
文
化

高
揚
の
た
め「
仲
田
光
成
記
念 

第

15
回
豊
岡
全
国
か
な
書
展
」を
開

催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
作
品
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
応
募
期
間

　
9
月
3
日（
木
）〜
7
日（
月
）　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

■
出
品
料

▽
一
般
部
…
3
千
円

▽
高
校
生
部
…
5
0
0
円

▽
小
・
中
学
生
部
…
無
料

■
会
期

　

11
月
13
日（
金
）〜
15
日（
日
）

■
会
場

　

総
合
体
育
館

※
募
集
要
項
は
、
実
行
委
員
会
で

配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
・
搬
入
場
所
》
豊
岡
全

国
か
な
書
展
実
行
委
員
会
事
務

局（
竹
野
振
興
局
内
）

　

☎
47

－

1
1
1
1

　

FAX　
47

－

1
8
5
0

か
な
書
展
特
別
企
画

「
絵
て
が
み
作
品
募
集
」

テ
ー
マ　
『
ふ
る
さ
と
』

　

四
季
折
々
の
ふ
る
さ
と
を
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
と
と
も
に「
絵
手
紙
」

に
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

絵
、
色
、
紙
貼
り
、
押
印
な
ど

は
自
由
。
作
品
は
1
人
1
枚
。
出

品
料
は
無
料
で
す
。

※
応
募
先
、
応
募
期
間
は
、
か
な

書
展
と
同
じ
。
作

品
は
、
豊
岡
全
国

か
な
書
展
会
場
内

に
展
示
し
ま
す
。

ご
め
ん
ね
と
謝
り
な
が
ら
古
着

捨
て　
　
　
　
　
　
（
ひ
よ
り
）

帰
宅
し
て
ボ
タ
ン
一
つ
で
風
呂

も
沸
く　
　
　
　
　
（
因
伯
兎
）

も
っ
た
い
な
い
物
が
あ
ふ
れ
て

隅
で
寝
る　
　
　

   （
谷
向
淑
）

今
更
に
勿
体
な
い
な
ど
言
え
ぬ

筈 　
　
　
　
　

  　
（
谷
村
昇
）

も
っ
た
い
な
い
エ
コ
に
つ
な
が

る
合
い
言
葉　

   （
谷
元
博
樹
）

エ
ア
コ
ン
を
切
る
切
ら
な
い
で

夫
婦
も
め　
　

  　

 （
宗
太
郎
）

湯
た
ん
ぽ
は
何
度
も
使
え
る
暖

房
具　
　
　
　

   （
近
本
洋
子
）

室
温
を
１
度
上
げ
下
げ
節
電
を

　
　
　
　
　

   （
近
本
礼
三
郎
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

安
け
れ
ば
す
ぐ
買
う
く
せ
を
見

直
そ
う　
　
　

   （
岡
菜
々
恵
）

ピ
ク
ニ
ッ
ク
コ
ン
ビ
ニ
よ
り
も

手
弁
当　
　
　

   （
岡
田
哲
明
）

３
Ｒ　

R
educe　

R
euse　

Recycle　
　
　

  （
白
う
さ
ぎ
）

も
っ
た
い
な
い
朝
か
ら
テ
レ
ビ

つ
け
っ
ぱ
な
し   （
も
っ
た
ん
）

部
屋
が
る
す
電
気
を
け
し
て
で

か
け
よ
う　
　
　
（M

.Y
.A
.Y

）

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
し
わ
取
り
ク
リ
ー

ム
も
っ
た
い
な
い（
角
森
多
久
哉
）

使
わ
な
い
モ
ノ
で
溢
れ
る
家
の
中

（
角
森
み
ゆ
き
）

す
ぐ
捨
て
る
そ
の
物
た
ち
が
泣

い
て
い
る　
　
（
戸
田
山
愛
華
）

◆
一
般
の
部

国
会
の
議
論
時
間
が
も
っ
た
い

な
い　
　
　
　
　
（
島
立
隆
男
）

も
っ
た
い
な
い
遣
り
繰
り
う
ま

い
母
の
腕　
　

   （
下
宮
玉
代
）

「
袋
N
O
！
」毎
回
言
お
う
コ
ン

ビ
ニ
で　
　
　

   （
下
村
浩
子
）

も
っ
た
い
な
い
医
療
費
削
れ
検

診
で　
　
　
　
　

   （
新
谷
肇
）

も
っ
た
い
な
い
三
つ
の
孫
の
口

癖
に　
　
　
　
　
　

   （
湘
路
）

便
利
さ
を
物
と
も
し
な
い
素
手

素
足　
　
　
　
　

   （
瀬
野
葉
）

も
っ
た
い
な
い
実
践
す
る
の
は

あ
な
た
で
す　
　

   （
田
岡
弘
）

コ
ン
セ
ン
ト
抜
く
だ
け
節
電
効

果
大
！　
　

   （
高
尾
伊
津
美
）

完
備
で
す
自
然
冷
房
暖
房
も　

（
ピ
コ
タ
ン
）

も
っ
た
い
な
い
の
心
い
つ
で
も

持
ち
歩
く　

   （
竹
重
登
美
子
）

も
っ
た
い
な
い
見
直
す
心
で
減

ら
す
ゴ
ミ　
　

   （
竹
重
満
夫
）

ケ
チ
ケ
チ
も
時
代
変
わ
れ
ば
ほ

め
言
葉   （
お
散
歩
お
じ
さ
ん
）

捨
て
た
あ
と
あ
あ
惜
し
か
っ
た

あ
れ
あ
れ
ば　

   （
竹
村
博
治
）

も
っ
た
い
な
い
金
箔
入
り
の
酒

を
濾
す　
　
　
　

   （
田
崎
信
）

残
り
湯
が
二
度
の
お
勧
め
洗
濯

機　
　
　
　
　
　
（
橘
か
お
る
）

も
っ
た
い
な
い
孫
の
口
癖
い
つ

の
間
に　
　
　
　
　
（
橘
俊
行
）

仲
田
光こう
成せい
記
念

豊
岡
全
国
か
な
書
展 

作
品
募
集

部
門
幼稚
園

小学生 中学生 高校生 一般１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

指
定
課
題
う と

り
ふ
で

夕
や
け
　

雪
だ

る
ま

流
れ
る
雲

放
鳥
の
空

雄
大
な
自
然

指定なし

作
品
規
定

半紙 半切４分の１
半切
（縦書きに限り、散らし
貼りの場合は８枚まで）

半切･2×6
（縦横自由）

書
体 楷

かい
書
しょ

楷書または行書 かな・漢字かな交じり書
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　市では、鳥獣害対策を強化しています。
このシリーズでは、市が実施している鳥
獣害対策や、知っていると役に立つ情報
などを、市の鳥獣害対策員が紹介します。
隔月で奇数月号に掲載します。
《問合せ》農林水産課☎23‒1127

こちら鳥獣害対策員です！⑪
～鉄砲での捕獲（その１）～

獲
候
補
地
を
決
め
ま
す
。
そ
の
各

地
の
地
形
や
、
伐
採
等
で
の
山
へ

の
立
ち
入
り
と
い
っ
た
情
報
を
詳

細
に
分
析
し
て
、
最
も
捕
獲
効
率

が
上
が
る
時
期
を
割
り
出
し
ま

す
。
と
い
う
の
も
、
シ
カ
を
は
じ

め
と
し
た
野
生
動
物
は
季
節
に
よ

っ
て
習
性
も
変
わ
れ
ば
、
食
事
を

す
る
場
所
も
寝
る
場
所
も
変
わ
り

ま
す
。
ま
た
犬
に
追
わ
れ
た
と
き

に
も
、
山
の
上
に
逃
げ
る
時
期
も

あ
れ
ば
下
に
逃
げ
る
時
期
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
を
考
慮
に
入
れ
ず

に
適
当
に
捕
獲
に
入
っ
た
の
で
は
、

捕
獲
効
率
が
上
が
り
ま
せ
ん
。

　

地
形
を
考
え
て
入
る
山
が
決
ま

れ
ば
、
も
う
一
度
下
見
に
行
き
ま

す
。
そ
の
際
に
シ
カ
の
居
る
場
所

や
、
捕
獲
活
動
の
連
絡
や
調
整
が

必
要
と
な
る
施
設
等
の
有
無
を
確

認
し
ま
す
。

〜
つ
づ
く
〜

　

わ
な
で
の
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
と

い
う
と
、
こ
ん
な
手
順
で
や
る
の

か
な
？　

と
想
像
し
や
す
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
鉄
砲
で
の
捕

獲
は
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で
行
わ

れ
る
の
か
想
像
し
に
く
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
今
回

か
ら
数
回
に
わ
た
っ
て
、
平
成
26

年
度
に
新
設
さ
れ
た
豊
岡
市
シ
カ

捕
獲
専
任
班
を
例
に
、
活
動
の
手

順
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
入
る
山
を
決
定
し
ま

す
。
農
林
業
被
害
や
森
林
植
生
の

衰
退
を
確
認
す
る
た
め
、
鳥
獣
害

対
策
員
は
常
時
、
市
内
全
域
を
走

り
回
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
得
た

情
報
に
、
地
区
か
ら
の
陳
情
や
班

員
か
ら
の
情
報
を
加
味
し
て
、
捕

捕獲効率を上げるための山の下見

　市民教養講座｢ふるさと豊岡　再発見の旅｣を
開講します。魅力ある施設や史跡を巡りながら、
豊岡の歴史・文化・風土を学んでみませんか？
▼コース
①とよおかのミュージアムコース（４講座）…市
内の博物館や美術館を巡り、芸術・歴史・文
化を学びます。

②とよおかの城郭コース（４講座）…市内に点在
する中世の城郭を巡り、歴史を学びます。

▼対象　市民　※市外の方は要相談
▼定員　①30人②50人　※定員を超えた場合
は抽選

　※抽選結果と第１回目の講座案内は後日お知
らせ

▼申込期限 　７月17日（金）
▼申込方法　「受講申込書」を郵送、ファクス、
メール、または持参（文化振興課、市立美術
館「伊藤清永記念館」、植村直己冒険館、市立
歴史博物館「但馬国府・国分寺館」、日本・モ
ンゴル民族博物館、図書館本館・分館、各地
区公民館）

▼その他　チラシや申込書は市ホームページか
らダウンロードできます。

《申込み・問合せ》文化振興課（〒668-8666、
中央町２－４）☎23－1160　FAX29－0054

　メール　bunka@city.toyooka.lg.jp
※城郭コースは、市立歴史博物館
　（☎42－6111）に問い合わせ

受講生を募集します
《とよおかのミュージアムコース》

《とよおかの城郭コース》

※ミュージアムスタンプラリー（７月下旬開催予定）にも参加
できます。

※『平成26年度ふるさと豊岡再発見の旅 城郭コース』に参加
した方は、４回目（轟城）の料金が無料

日時 内容／場所 参加費

第１回

Ａ ８月２日（日）
　 13：30～14：30

日本近代洋画への道
／市立美術館 400円

Ｂ ８月８日（土）
　 13：30～14：30

押し花で描く花と緑の世界
／市立美術館 300円

第２回 ８月30日（日）
９：30～12：00

①絵図から発見！但馬の歴史
②講演会「但馬の中世と城」
／市立歴史博物館

250円

第３回 10月17日（土）
13：30～15：00

豊岡にこんな日本人がいた
／植村直己冒険館 250円

第４回 11月14日（土）
９：45～11：30

モンゴルのくらしと文化
／日本・モンゴル民族博物館 250円

コース
参加費

800円※第１回目は、Ａ・Ｂどちらかを選択。両方を
希望の場合は、300円の追加費用が必要※各回の個別
申込も可（料金は上記）

担　当 文化振興課☎23－1160

日時 内容 集合場所

第１回 ８月30日（日）10：00～12：00
講演会「但馬の
中世と城」 市立歴史博物館

第２回 ９月27日（日）９：00～12：00 楽々前城（日高）静修小学校

第３回 10月25日（日）９：00～12：00 伊賀谷城（豊岡）未定（後日連絡）

第４回 11月29日（日）９：00～12：00 轟城（竹野） 中竹野小学校

講　師 山名氏城跡保存会会長　西尾孝昌さん
参加費 各回100円
担　当 市立歴史博物館☎42－6111
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平成27年度の保険料をお知らせします
～後期高齢者医療制度～

　後期高齢者医療被保険者証を、８月１日（土）に更新します。新しい被保険者証と平成27年度の保
険料額決定通知書を７月中旬に送付しますので、確認してください。

《問合せ》市民課国保医療係☎21－9061　各振興局市民福祉課
　兵庫県後期高齢者医療広域連合（コールセンター）☎078－326－2021

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
一
人
一

人
が
支
払
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
保
険
料
額
は
、

7
月
中
旬
ご
ろ
送
付
予
定
の
保
険

料
額
決
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

前
年
の
所
得
に
応
じ
て
保
険
料

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

①
均
等
割
額

　

同
一
世
帯
内（
世
帯
主
と
世
帯

内
の
被
保
険
者
）の
平
成
26
年
中

の
総
所
得
金
額
等
が
一
定
の
金
額

以
下
の
方
は
、
左
表
の
と
お
り
軽

減
さ
れ
ま
す
。

料
額
が
変
更
に
な
っ
た
方
は
、
普

通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

【
特
別
徴
収
】

　

年
6
回
の
年
金
の
定
期
支
払
の

際
に
、
年
金
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

保
険
料
額
の
通
知

所
得
の
低
い
方
の
軽
減

被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
軽
減

保
険
料
の
納
付
方
法

保
険
料
の
計
算
方
法

　

年
間
の
保
険
料
は
一
人
一
人
が

等
し
く
負
担
す
る「
均
等
割
額
」と

前
年
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

「
所
得
割
額
」の
合
計
で
す
。

※
保
険
料
は
特
別
徴
収
が
原
則
で

す
が
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

方
法
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
変
更
を
希
望
す
る
方
は
、

市
民
課
国
保
医
療
係
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

【
普
通
徴
収
】

　

7
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
、
年

9
回
に
分
け
て
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
口
座
振
替
が
お
勧
め
で
す
！

　

保
険
料
の
支
払
い
は
、
口
座
振

替
が
便
利
で
す
。
指
定
の
金
融
機

関
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

軽減割合 総所得金額等（被保険者＋世帯主）が次の基準以下の世帯

９割 基礎控除額
（33万円）

被保険者全員の各所得（年金所得は控除額を80万円と
して計算）が０円

8.5割 上記以外

５割 基礎控除額（33万円）＋26万円×被保険者の数

２割 基礎控除額（33万円）＋47万円×被保険者の数

※65歳以上の公的年金受給者は、総所得金額等から年金所得の範囲内で最大15万円を
控除し、軽減判定されます。

〔注１〕保険料額（年額）の上限は57万円です。
〔注２〕総所得金額等とは収入額から控除額を引いた金額です。所得
控除（社会保険料控除、扶養控除等）は含みません。

※保険料を決定する基準日は、原則、４月１日です。
※年度途中で資格取得または喪失したときは、保険料を月割りで計算
します。

※日高町羽尻、出石町奥小野、但東町天谷の方は、特例で保険料率が
異なります。

《均等割額の軽減》

《保険料額の計算方法》

《特別徴収の納付月》

保険料額
（年額）
　〔注１〕

＝
均等割額

＋
所得割額

47,603円 （総所得金額等〔注２〕－
33万円）×9.70%

仮徴収 本徴収

４月
（１期）

６月
（２期）

８月
（３期）

10月
（４期）

12月
（５期）

２月
（６期）

前年度の２月（６期）
の徴収金額と同額

７月に確定する保険
料年額から仮徴収額
を差し引き、３回に
分けた額

②
所
得
割
額

　

所
得
割
額
算
定
に
か
か
る
所
得

（
総
所
得
金
額
等
―
基
礎
控
除
額

33
万
円
）が
58
万
円（
年
金
収
入
の

み
の
場
合
は
2
1
1
万
円
）以
下

の
方
は
所
得
割
額
が
5
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。

　

制
度
に
加
入
す
る
前
日
に
、
会

社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
、
当

分
の
間
、
所
得
割
額
は
掛
か
ら
ず
、

均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

特
例
と
し
て
、
平
成
27
年
度
は

均
等
割
額
が
9
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
・
国
民

健
康
保
険
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い

た
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
対
象

と
な
る
年
金
額
で
異
な
り
ま
す
。

　

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
方

は
、
原
則
、
年
金
天
引
き
と
な
り

ま
す（
特
別
徴
収
）。

　

特
別
徴
収
以
外
の
方
は
、
納
付

書
や
口
座
振
替
と
な
り
ま
す（
普

通
徴
収
）。

　

年
度
途
中
で
新
た
に
被
保
険
者

に
な
っ
た
方（
年
齢
到
達
〔
75
歳
〕、

障
害
認
定
、
転
入
な
ど
）や
保
険
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被
保
険
者
証

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

　
　
　
　
額
減
額
認
定
証

被
保
険
者
証
を
更
新
し
ま
す

　

被
保
険
者
証
の
更
新
は
、
毎
年

8
月
1
日
で
す
。
8
月
1
日
か
ら

は
新
し
い
被
保
険
者
証
を
医
療
機

関
の
窓
口
で
提
示
し
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
納
付
状
況
に
よ
り
、

有
効
期
間
が
短
い
被
保
険
者
証

（
短
期
被
保
険
者
証
）を
交
付
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
未
納
が
あ
る

場
合
は
早
め
に
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税

（
低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
）の
方
は「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」（
以
下「
減
額
認
定
証
」）を
提

示
す
る
こ
と
で
、
医
療
機
関
ご
と

に
1
カ
月
に
支
払
う
自
己
負
担
額

が
外
来
・
入
院
と
も
区
分
に
応
じ

た
限
度
額
ま
で
と
な
り
、
入
院
時

の
食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
保
険
診
療
分
が
対
象
で
す

（
柔
道
整
復
、
鍼し

ん

灸き
ゅ
う、
あ
ん
ま
マ

ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
施
術
は
除
く
）。

　

現
在
、
減
額
認
定
証
を
お
持
ち

で
8
月
以
降
も
引
き
続
き
対
象
と

な
る
方
に
は
、
新
し
い
減
額
認
定

証
を
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
送
付

し
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
で
新
た

に
減
額
認
定
証
の
交
付
を
希
望
す

る
方
は
、
市
民
課
国
保
医
療
係
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（注１）　[　]内は過去12カ月以内に世帯で既に３回以上高額療養費が支給され
ている場合、４回目からの額

（注２）　[　]内は過去12カ月の入院日数が90日を超える場合、91日目からの額
（申請が必要）

（注３）　昭和20年１月２日以降生まれの被保険者がいる世帯は、住民税課税所
得額
145万円以上であっても、被保険者全員の総所得金額等の合計額が210
万円以下であれば、１割負担になります。

（注４）　・被保険者が１人の場合…被保険者の収入が383万円未満 
・被保険者が１人で70歳以上75歳未満の方がいる場合…被保険者と70
歳以上75歳未満の方の収入合計が520万円未満

・被保険者が２人以上いる場合…被保険者の合計収入が520万円未満

《医療費の一部負担金の割合と自己負担限度額等》

区　分 一部負担
金の割合

自己負担限度額（月額） 入院時の食事代
の標準負担額
（１食当たり）

該当条件個人単位
（外　来）

世帯単位
（入院含む）

現役並み
所　得　者 ３割 44,400円

80,100円＋（医療費－
267,000円）×１％
［44,400円］（注１） 260円

　同一世帯に住民税課税所得145万
円以上の被保険者がいる世帯の方
（注３）。ただし、住民税課税所得
145万円以上でも収入が一定の金額
に満たない方（注４）は、市の担当窓
口に申請することで一般の区分にな
ります。
【対象となる可能性がある方には申
請書を送付しています。】

一般

１割

12,000円 44,400円 現役並み所得者、低所得Ⅱ、低所得
Ⅰ以外の方

低
所
得

Ⅱ

8,000円

24,600円 210円
［160円］（注２）世帯全員が

住民税非課
税

低所得Ⅰ以外の方

Ⅰ 15,000円 100円
各所得（年金所得は控除
額を80万円として計算）
が０円の方
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玄げ
ん

さ
ん
の
名な

前ま
え

の
由ゆ

来ら
い

に
な

っ
て
い
る
玄げ

ん

武ぶ

岩が
ん

っ
て
、
玄げ

ん

武ぶ

洞ど
う

か
ら
名な

付づ

け
ら
れ
た
の
？

そ
う
じ
ゃ
よ
。
そ
の
昔む

か
し

、
バ

サ
ル
ト
と
い
う
英え

い

語ご

名め
い

の
火か

山ざ
ん

岩が
ん

に
日に

本ほ
ん

語ご

名め
い

を
付つ

け
る
と
き
、

小こ

藤と
う

博は
か

士せ

と
い
う
方か

た

が
玄げ

ん

武ぶ

洞ど
う

に

あ
る
石い

し

だ
か
ら
玄げ

ん

武ぶ

岩が
ん

と
名な

付づ

け

た
ん
じ
ゃ
。

玄げ
ん

武ぶ

洞ど
う

っ
て
有ゆ

う

名め
い

な
場ば

所し
ょ

な

の
？

玄げ
ん

武ぶ

洞ど
う

は
、
世せ

界か
い

に
認み

と

め
ら

れ
た
山さ

ん

陰い
ん

海か
い

岸が
ん

ジ
オ
パ
ー
ク

の
見み

ど
こ
ろ
の
一ひ

と

つ
な
ん
じ
ゃ
。

そ
し
て
な
、
世せ

い

紀き

の
大だ

い

発は
っ

見け
ん「
地ち

球き
ゅ
う

磁じ

場ば

逆ぎ
ゃ
く

転て
ん

の
発は

っ

見け
ん

」の
舞ぶ

台た
い

に

な
っ
た
ん
じ
ゃ
。

地ち

球き
ゅ
う

磁じ

場ば

逆ぎ
ゃ
く

転て
ん

っ
て
？

な
ん
だ
か
難む

ず
か

し
そ
う
。

地ち

球き
ゅ
う

は
大お

お

き
な
磁じ

石し
ゃ
く

な
ん
じ

ゃ
。
だ
し
け
え
、
溶よ

う

岩が
ん

が
冷ひ

え
固か

た

ま
る
と
き
、
固か

た

ま
っ
た
岩い

わ

は
、

地ち

球き
ゅ
う

の
磁じ

力り
ょ
く

で
弱よ

わ

い
磁じ

石し
ゃ
く

に
な
る

ん
じ
ゃ
。1
9
2
6
年ね

ん

に
、
京き

ょ
う

都と

帝て
い

国こ
く

大だ
い

学が
く

の
松ま

つ

山や
ま

博は
か

士せ

が
、
玄げ

ん

武ぶ

洞ど
う

の
石い

し

な
ど
か
ら
、
約や

く

2
0
0
万ま

ん

年ね
ん

前ま
え

の
玄げ

ん

武ぶ

岩が
ん

が
現げ

ん

在ざ
い

と
逆ぎ

ゃ
く

に
磁じ

化か

し
て
い
る
こ
と
を
突つ

き
止と

め
た

の
じ
ゃ
。

へ
え
〜
玄げ

ん

武ぶ

洞ど
う

の
石い

し

が
き
っ

か
け
で
、
地ち

球き
ゅ
う

の
Ｎ
極き

ょ
く

と
Ｓ

極き
ょ
く

が
逆ぎ

ゃ
く

を
向む

く
時じ

代だ
い

が
あ
っ
た
こ

と
が
発は

っ

見け
ん

さ
れ
た
ん
だ
ね
！　
信し

ん

じ
ら
れ
な
い
！

そ
う
じ
ゃ
ぞ
。
そ
し
て
な
、

玄げ
ん

武ぶ

洞ど
う

の
玄げ

ん

武ぶ

岩が
ん

は
地ち

質し
つ

学が
く

的て
き

に
貴き

重ち
ょ
う

な
価か

値ち

が
あ
る
だ
け
で

な
く
、
わ
し
ら
の
生せ

い

活か
つ

に
も
昔む

か
し

か

ら
深ふ

か

く
関か

か

わ
っ
て
い
た
の
じ
ゃ
。

そ
う
い
え
ば
、
う
ち
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
玄げ

ん

武ぶ

岩が
ん

を
漬つ

け

物も
の

石い
し

に
使つ

か

っ
て
た
わ
。

漬つ
け

物も
の

は
わ
し
の
好す

き
な
食た

べ

物も
の

じ
ゃ
。
他ほ

か

に
も
石い

し

垣が
き

や
庭に

わ

石い
し

、
建た

て

物も
の

の
基き

礎そ

に
も
使つ

か

わ
れ
て

お
る
ぞ
。
円ま

る

山や
ま

川が
わ

の
近ち

か

く
に
あ
る

か
ら
、
船ふ

ね

で
運は

こ

び
や
す
か
っ
た
し
、

大お
お

き
さ
が
均き

ん

一い
つ

で
扱あ

つ
か

い
や
す
い
か

ら
な
。そ

う
な
ん
だ
！　
豊と

よ

岡お
か

の
人ひ

と

に
と
っ
て
、
玄げ

ん

武ぶ

洞ど
う

は
な
く

て
は
な
ら
な
い
存そ

ん

在ざ
い

だ
ね
。

そ
う
じ
ゃ
ろ
！　

こ
れ
か
ら

も
、
わ
し
と
玄げ

ん

武ぶ

洞ど
う

を
よ
ろ

し
く
な
！

　
玄げ

ん

武ぶ

岩が
ん

の
玄げ

ん

さ
ん
が
堅か

た

い
テ
ー
マ
も
柔や

わ

ら
か
〜
く
解か

い

説せ
つ

　 

豊と
よ

岡お
か

の
こ
こ
に
注ち

ゅ
う

目も
く

じ
ゃ
！
③

玄げ
ん

さ
ん
の
ふ
る
さ
と
玄げ

ん

武ぶ

洞ど
う

っ
て
？
　

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

　
〜
高
齢
受
給
者
証
、
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
、

　
　
限
度
額
適
用
認
定
証
、
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
等
〜

▼
新
し
い
受
給
者
証
等
を
郵
送

　
8
月
1
日（
土
）か
ら
有
効
の
新

し
い
受
給
者
証
等
を
、
7
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
。
有
効
期
限
の
切

れ
た
受
給
者
証
等
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

▽
高
齢
受
給
者
証
…
昭
和
15
年
8

月
2
日
〜
20
年
7
月
1
日
生
ま

れ
の
国
民
健
康
保
険（
国
保
）被

保
険
者

▽
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
…
特
定

疾
病
療
養
受
療
証
を
持
っ
て
い

る
国
保
被
保
険
者

▼
有
効
期
限
は
7
月
31
日（
金
）

　
外
来
・
入
院
時
の
一
部
負
担
金

や
食
事
代
を
軽
減
す
る
た
め
、
市

が
発
行
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
、

ま
た
は
引
き
続
き

認
定
証
が
必
要
な

方
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
対
象

▽
限
度
額
適
用
認
定
証
…
70
歳
未

満
の
国
保
被
保
険
者
で
、
納
期

限
到
来
の
国
保
税
を
完
納
し
て

い
る
世
帯
の
方

▽
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
…
70

歳
未
満
の
国
保
被
保
険
者
で
、

国
保
の
世
帯
主
を
含
む
被
保
険

者
全
員
が
市
民
税
非
課
税
と
な

る
世
帯
の
方

▽
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
…
70
歳
以
上
75
歳
未

満
の
国
保
被
保
険
者
で
、
国
保

の
世
帯
主
を
含
む
被
保
険
者
全

員
が
市
民
税
非
課
税
と
な
る
世

帯
の
方

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

①
身
分
証
明
書（
免
許
証
等
）

②
国
保
被
保
険
者
証

③
印
鑑

④
過
去
1
年
間
に
入
院
日
数
が
90

日
を
超
え
る
方
は
、
入
院
日
数

が
90
日
を
超
え
た
こ
と
の
分
か

る
書
類（
医
療
機
関
の
発
行
す
る

入
院
期
間
証
明
や
領
収
書
等
）

《
問
合
せ
》
市
民
課
国
保
医
療
係

☎
21

9
0
6
1
ま
た
は
各
振

興
局
市
民
福
祉
課

高
齢
受
給
者
証
、

特
定
疾
病
療
養
受
療
証

限
度
額
適
用
認
定
証
、

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
等

玄げ
ん

武ぶ

洞ど
う

は
地ち

球き
ゅ
う

磁じ

場ば

逆ぎ
ゃ
く

転て
ん

の
発は
っ

見け
ん

の
舞ぶ

台た
い

じ
ゃ
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平成27年８月から

介護保険制度が変わります！
《問合せ》高年介護課保険給付係☎24-2401

一定以上所得者の利用者負担が２割に 《高額介護サービス費の負担段階区分》

《高額医療・高額介護合算制度の限度額》

食費と居住費（滞在費）の負担軽減制度の
見直し

高額医療・高額介護合算制度の限度額が
変わります

高額介護サービス費の負担段階区分が
新しくなります

区　　分 負担の上限（月額）

現役並み所得者に相当する方
がいる世帯の方

44,400円（世帯）※1
〈新設〉

世帯内のどなたかが市区町村
民税を課税されている方 37,200円（世帯）

世帯の全員が市区町村民税を
課税されていない方 24,600円（世帯）

・老齢福祉年金を受給して
いる方
・前年の合計所得金額と公
的年金等収入額の合計が
年間80万円以下の方等

24,600円（世帯）

15,000円（個人）※2

生活保護を受給している方等 15,000円（個人）
※1　「世帯」…住民基本台帳上の世帯員で、介護サ
ービスを利用した方全員の負担の合計の上限額

※2　「個人」…介護サービスを利用した本人の負担
の上限額

　これまで１割負担だった
介護保険の利用者負担額が、
一定以上の所得のある方
は２割負担になります。２
割負担となるのは、基準以
上の所得がある本人のみで、
同一世帯で他に介護サービスを利用する方がいても、
その方自身の所得が基準以上でなければ、その方は
１割負担のままです。
　要支援、要介護の認定を受けている方に、利用者
負担の割合（１割または２割）を記載した｢介護保険
負担割合証｣を７月に送付します。
▼２割負担となる方　合計所得金額が年間160万円
以上で年金収入とその他の合計所得金額の合計が
単身で280万円以上、65歳以上の方が２人以上の世
帯で346万円以上の方

　特別養護老人ホーム、介護老人保健施設などに入
所中（またはショートステイ利用）の市民税非課税世
帯の方には、食費と居住費（滞在費）を軽減する制度
があります。軽減の判定要件に次の項目を追加しま
す。
▼世帯分離していても、配偶者がある場合は配偶者
も市民税非課税であること
▼定額（単身１千万円、夫婦２千万円）を超える預貯
金、有価証券等のある方は軽減の対象外とすること

　｢高額医療・高額介護合算制
度｣とは、年間の介護保険サー
ビス費と医療費の自己負担（そ
れぞれサービスの限度額適用
後の自己負担）が一定の限度額
を超えたときに、超えた分を
支給する制度です。70歳未満の
人のその限度額を変更します。

　同じ月に利用した介護保険の利用者負担が一定額
を超えたときに払い戻してい
ます。この「高額介護サービス
費」の負担区分に「現役並み所
得者相当（同一世帯内に課税所
得145万円以上の65歳以上の人
がいて、年収が単身383万円以
上、２人以上は520万円以上）」
を新設し、上限額44,400円を
設定します。

所得
（基礎控除後の
総所得金額等）

70歳未満の方

平成26年８月
～27年７月

平成27年
８月～

901万円超 176万円 212万円

600万円超901万円以下 135万円 141万円

210万円超600万円以下 67万円

210万円以下 63万円 60万円

市民税非課税世帯 34万円
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豊岡市の分譲宅地
中川地区分譲宅地（出石地域）で始める新生活

《申込み・問合せ》建設課建設管理係☎23-1115

《分譲宅地の面積・価格》
区画番号 面積（㎡） 単価（円/㎡） 譲渡価格（円）
２ 402.08 14,848 5,970,244
３ 459.37 13,980 6,421,995
４ 482.34 14,757 7,117,962
７ 275.73 15,899 4,384,023
８ 275.31 15,900 4,377,681
９ 275.28 15,901 4,377,228
10 275.23 16,501 4,541,611
13 275.21 15,901 4,376,171
14 275.39 15,900 4,378,889

※譲渡価格には、上水道加入金および下水道負担金が含まれています。
※単価は参考数値です。面積を乗じても譲渡価格にはなりません。

▼概要　所在地／兵庫県豊岡市出石町上野▽分
譲区画数／15区画（うち６区画分譲済）▽用途
地域／都市計画区域内無指定地域▽上水道／
豊岡市上水道▽下水道／農業集落排水施設（公共
ます敷設済）▽電気／関西電力（株）▽ガス／LP
ガス（個別）▽テレビ／共聴（地元テレビ共聴組
合）

▼分譲条件（抜粋）　対象者／自己の居住する専
用住宅または併用住宅（居住部分の面積が延床
面積の２分の１以上であること）を建築する方
▽譲渡物件／現状のまま引き渡し▽分譲地の
共有の範囲／申込者（本人）の父母、子、配偶者、
配偶者の父母、子の配偶者▽転売の制限／譲

渡契約の締結日から５年間は、分譲地の所有
権を他人に譲渡または貸与することはできま
せん。▽買戻特約／（譲渡契約の締結日から５
年間に契約に違反したとき）｢譲渡代金をもっ
て買戻す｣旨の特約登記を市から譲受人への所
有権移転登記と同時に行います。▽公租公課
／分譲地に係る公租公課（不動産取得税･固定
資産税など）は、所有権移転の日以降、譲受人
が負担します。▽契約の解除等／譲渡契約の
締結日から５年間に契約条項に違反したとき
は、契約の解除、土地の買戻し（譲渡価格によ
る）を行います。この場合、違約金（譲渡価格
の10％）を納入していただきます。

■教育施設等　●幼稚園／市立福住幼稚園（約2.2km）●小学校／市立福住小学校（約2.2km）
　　　　　　　●中学校／市立出石中学校（約3.0km）
■医療施設等　●公立豊岡病院出石医療センター（約3.5km）●市立出石健康福祉センター（約3.5km）
　　　　　　　●公立豊岡病院（約13km）
■そ　の　他　●役所／豊岡市役所出石庁舎（約2.5km）

周辺施設

庁舎
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平
成
27
年
度
　
国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
猶
予
申
請
の
受
付
開
始
　
　
７月から

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
収
入
の
減
少
や
失
業

な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

と
き
は
、納
付
が
免
除
さ
れ
る「
申

請
免
除
」や
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
若
年
者
納
付
猶
予
」の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
不
慮
の
事
故
な
ど
で
障

害
を
負
っ
た
と
き
や
死
亡
し
た
と

き
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
免
除
や
猶
予
の
承
認

を
受
け
た
期
間
は
、
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
や
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
受

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

免
除
や
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
付（
追
納
）が
で
き
、
納
付
す

れ
ば
減
額
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
免
除
・
猶
予
の
承

認
年
度
か
ら
3
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
と
き
は
、
当
時
の
保
険
料

に
経
過
し
た
期
間
に
応
じ
た
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
額
は
減
額
さ
れ

ま
す
。

▽
免
除
対
象
者　
本
人
・
配
偶
者
・

世
帯
主
の
全
員（
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
の
場
合
は
、
30
歳
未

満
の
本
人
と
配
偶
者
）が
次
の
要

件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下

（
※
1
）一
部
免
除
は
、
一
部
納
付

保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

（
※
2
）全
額
・
一
部
免
除
を
受
け

た
期
間
は
定
額
納
付
と
比
べ
て

②
災
害
ま
た
は
失
業
・
倒
産
・
事

業
の
廃
止
が
あ
っ
た
場
合

　

そ
の
事
由
が
発
生
し
た
前
月
か

ら
、
事
由
が
発
生
し
た
年
の
翌
々

年
の
6
月
ま
で
の
期
間（
申
請
月

か
ら
2
年
1
カ
月
前
ま
で
の
期
間

に
限
り
ま
す
）

③
地
方
税
法
に
定
め
る
障
害
者
ま

た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、
前
年
所

得
が
1
2
5
万
円
以
下

④
本
人
ま
た
は
そ
の
世
帯
の
人
が
、

生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

以
外
の
扶

助
を
受
け

て
い
る
。

⑤
特
別
障
害

給
付
金
を

受
け
て
い

る
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
な
ど（
基
礎
年
金
番

号
が
分
か
る
も
の
）、
印
鑑

・
失
業
の
方
…「
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
」や「
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
」の
写
し
な
ど

・
廃
業
の
方
…「
廃
業
証
明
書
」の

写
し
な
ど

▽
窓
口　
市
民
課
市
民
係
ま
た
は

各
振
興
局
市
民
福
祉
課

▽
所
得
申
告　
免
除
の
判
定
は
所

得
で
審
査
さ
れ
ま
す
。
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
免
除
承
認
期
間　
7
月
1
日
〜

平
成
28
年
6
月
30
日（
1
年
間
）

▽
そ
の
他　
昨
年
4
月
か
ら
法
律

改
正
に
よ
り
、
申
請
月
の
2
年

1
カ
月
前
の
月
分
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
失
業
な
ど
で
未
納

期
間
の
あ
る
方
は
、
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

《納付・免除・納付猶予と未納の算入の違い》
納付状況

年金の種類 納付 申請免除
（全額・一部）

若年者
納付猶予 未納

障害基礎年金
遺族基礎年金

（受給資格期間に算入されるか？）
○ ○

（※１） ○ ×

老齢
基礎年金

（受給資格期間に算
入されるか？） ○ ○

（※１） ○ ×

（年金額に反映され
るか？） ○ ○

（※１･２） × ×

《対象となる所得の目安表》
扶養人数

区分 単身世帯 １人扶養 ３人扶養

全額免除
若年者納付猶予 57万円 92万円 162万円

４分の３免除 93万円 142万円 230万円

半額免除 141万円 195万円 282万円

４分の１免除 189万円 247万円 335万円

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
は
、
年
金
手
帳
な

ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の

と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、

対
象
者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年

金
番
号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、

委
任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
7
月
11
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
7
月
６
日（
月
）、
13
日（
月
）、

21
日（
火
）、
27
日（
月
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

・
0
5
0
で
始
ま
る
電
話
の
方

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》
日
本
年
金
機
構
豊
岡

年
金
事
務
所
☎
22
0
9
4
8

市
民
課
市
民
係
☎
21

9
0
1
5

　

ま
た
は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課
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日日時・期間　所場所　内内容　対対象　定定員　￥参加費・料金　持持ち物　申申込み　他その他　問問合せ先
Ｆファクス番号　Ｍメールアドレス　Ｈホームページ
※￥のないものは無料です。　定で抽選などの記載がないものは先着順です。持のないものは申込時に確認してください。

くらしの 報情
施設イベント

市民会館　立野町　☎23-0255　 F 24-0952　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

楽しくわかる能楽講座
　体験教室、半能｢土

つち

蜘
ぐ

蛛
も

｣鑑賞ほか
７/10㊎
14：00～

￥全席自由2,000円（２階席限定）
◆チケット＝発売中

たんたん能in豊岡
　狂言「棒

ぼう

縛
しばり

｣茂山七
し め

五三、能｢船
ふな

辨
べん

慶
けい

｣観
かん

世
ぜ

喜
よし

正
まさ
７/11㊏
14：00～

￥全席指定Ｓ席：7,000円、Ａ席：5,000円、Ｂ席：
4,000円、高校生以下（Ｂ席）2,000円/当日500円増
◆チケット＝発売中
◆一時保育＝７/３㊎までに電話

～故郷の風に誘われて～｢幸木政博テノールコ
ンサート｣心に響く音楽の調べ
　クラシック、日本の名歌、ポピュラー音楽等
さまざまな彩りで心に響く音楽をお届け

９/５㊏
18：30～

￥全席自由2,500円/当日500円増
◆チケット＝発売中
◆一時保育＝８/28㊎までに電話

豊岡市民プラザ　大手町　☎24-3000　 F 24-3004　Ｍ info@platz-npo.com　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

第127回サロンコンサート
　女声合唱団コスモスによる合唱。曲目は｢涙そうそう｣｢いい日
旅立ち｣｢月の角笛｣ほか

７/20㊊㊗
13：00～

◆サロンコンサートの出演者
を募集中

平和を願う朗読劇・豊岡2015『祈り－1945』
　ヒロシマ・ナガサキの原爆の記録から、手記や詩歌を構成した
オリジナル台本で上演する朗読劇。大屋町出身、寺尾知文さん作
のきり絵画文集『原爆ヒロシマ』展示も同時開催（８/１㊏～16㊐）

８/８㊏
14：00～

￥一般500円/当日200円増、
高校生以下無料※無料入場券
が必要※展示の鑑賞は無料

TAJIMA RAISING ROCK FESTIVAL 2015開催！
　第１部｢高校生バンドバトル｣、第２部社会人バンド・ダンサー
等パフォーマーで構成されるライブ＋サブステージ

８/16㊐
11：00～

￥第２部のみ一般500円、高
校生以下無料

神戸大学児童文化研究会豊岡公演『おいで おいで 観においで！』
　人形劇｢夏のクリスマスプレゼント｣、児童劇｢妖精の宝物｣

８/20㊍
10：30～

￥無料（１歳以上の方は入場
整理券が必要）
◆入場整理券＝６/25㊍～配布

城崎国際アートセンター　城崎町湯島　☎32-3888　 F 32-3898　Ｍ info@kiac.jp　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

ゆみ・うみうまれ、リザ・マナロ『Pop-Up Wonders－とび
だす不思議』滞在制作アーティストトーク＆ワークショップ
❶メルボルンでの活動や城崎での滞在制作のトーク❷簡単
なエクササイズやゲーム感覚のワークショップ

７/12㊐
❶11：00～12：00
❷13：00～15：00

申①代表者氏名②人数③連絡
先を連絡
※❶❷どちらかだけでも参加
可

高校生のためのアートプロジェクト発表公演
　平田オリザさんと吉田小夏さんによるワークショップで
創作した作品の発表公演

８/５㊌
15：00～

￥一般800円、高校生以下無料
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催
し

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら

小
学
生
の
手
作
り
広
場

日
8
月
5
日
㊌
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
所
子
育
て
総
合
セ
ン
タ

ー
子
育
て
学
習
室
内
妖
怪
ウ
ォ
ッ

チ
か
ば
ん
作
り
対
3
年
生
以
上
の

小
学
生
定
15
人
￥
材
料
費
6
0
0

円
◆
講
師
＝
ぐ
る
ー
ぷ
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｏ

の
皆
さ
ん
申
7
月
22
日
㊌
か
ら
問

に
電
話
問
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
24

4
6
0
4

え
ほ
ん
は
と
も
だ
ち

日
7
月
10
日
㊎
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
所
但
東
子
育
て
セ
ン
タ
ー
内

図
書
館
司
書
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

対
乳
幼
児
・
保
護
者
問
但
東
子
育

て
セ
ン
タ
ー
☎
21

9
0
7
9

図
書
館
か
ら

①
英
語
で
楽
し
む「
え
ほ
ん
の
せ

か
い
」

日
7
月
23
日
㊍
午
後
2
時
〜
3
時

30
分
内
英
語
で
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
歌
遊
び
対
小
学
3
年
生
以
上

（
親
子
で
の
参
加
可
）定
20
組
申
7

月
16
日
㊍
ま
で
に
問
に
電
話

②
て
づ
く
り　

ま
い
・
ぶ
っ
く

日
8
月
5
日
㊌
午
後
2
時
〜
4
時

内
ミ
ニ
絵
本
の
製
作
対
小
学
生

（
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）定
20
人

申
7
月
31
日
㊎
ま
で
に
問
に
電
話

【
①
②
共
通
事
項
】所
城
崎
庁
舎
2

階
大
会
議
室
問
城
崎
分
館
☎
21

9
0
7
2

③
点
子
ち
ゃ
ん
の
点
字
教
室

日
7
月
27
日
㊊
、
8
月
3
日
㊊
午

前
10
時
〜
正
午（
全
2
回
）所
竹
野

庁
舎
2
階
第
2
研
修
室
内
点
字
で

打
っ
た
詩
の
冊
子
作
り
対
小
学
生

以
上
定
10
人
申
7
月
24
日
㊎
ま
で

に
問
に
電
話

④
夏
休
み
小
学
生
工
作
教
室

日
8
月
1
日
㊏
午
前
10
時
〜
正
午

所
竹
野
庁
舎
2
階
第
1
・
2
研

修
室
内
竹
野
の
自
然
の
も
の
を

使
っ
た
写
真
立
て
対
小
学
生（
低

学
年
は
保
護
者
同
伴
）定
20
人
￥

2
0
0
円
申
7
月
27
日
㊊
ま
で
に

問
に
電
話【
③
④
共
通
事
項
】問
竹

野
分
館
☎
21

9
0
7
8

⑤
お
た
の
し
み
会
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

日
7
月
17
日
㊎
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
所
日
高
庁
舎
3
階
子
育

て
ホ
ー
ル
内
歌
、
読
み
聞
か
せ
、

工
作
対
小
学
生（
幼
稚
園
以
下
は

保
護
者
同
伴
）定
30
人
￥
1
0
0

円
問
日
高
分
館
☎
21

9
0
6
0

⑥
夏
休
み
子
ど
も
ル
ン
ル
ン
工
作

〈
第
1
弾
〉日
7
月
26
日
㊐
午
後
2

時
〜
内
は
し
る
カ
メ
く
ん
対
小
学

1
・
2
年
生〈
第
2
弾
〉日
8
月
8

日
㊏
午
後
2
時
〜
内
ぶ
た
さ
ん
の

ち
ょ
き
ん
ば
こ
対
小
学
3
・
4
年

生〈
第
3
弾
〉日
8
月
9
日
㊐
午
後

2
時
〜
内
ミ
ニ
本
の
制
作
対
小
学

5
・
6
年
生

【
⑥
共
通
事
項
】所
但
東
市
民
セ
ン

タ
ー
1
階
和
室
定
15
人
申
開
催
日

の
2
日
前
ま
で
に
問
に
電
話
問
但

東
分
館
☎
21

9
0
3
6

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

市
民
講
演
会

日
7
月
16
日
㊍
午
後
7
時
30
分
〜

9
時
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
ほ
っ
と

ス
テ
ー
ジ
内
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
意
義
、
全
国
事
例
紹
介
な
ど

◆
講
師
＝IIH

O
E

﹇
人
と
組
織
と

地
球
の
た
め
の
国
際
研
究
所
﹈代

表
者
・
川
北
秀
人
さ
ん
定
1
5
0

人
申
7
月
10
日
ま
で
に
問
に
電
話

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
課
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
振
興
係
☎
21

9
0
2
0

ケ
ン
コ
ー
○̂▽^3days

日
7
月
18
日
㊏
〜
20
日
㊊
㊗
所
ウ

ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
内
体
力
測
定

会
、
心
肺
蘇
生
法
＆
応
急
処
置
講

習
会
、
レ
ス
ミ
ル
ズ
野
外
レ
ッ
ス

ン（
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
カ
ラ

ダ
を
動
か
す
）、
チ
ャ
レ
ン
ジ
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
他
7
月
20
日
㊊

㊗
は
施
設
無
料
開
放
問
ウ
ェ
ル
ス

ト
ー
ク
豊
岡
☎
24

0
5
8
2

加
陽
湿
地
ま
つ
り

日
8
月
2
日
㊐
午
前
7
時
30
分
〜

11
時
所
加
陽
湿
地（
出
石
川
河
川

敷
）内
三
世
代
交
流
ラ
ジ
オ
体
操
、

生
き
も
の
調
査
、
ザ
リ
ガ
ニ
釣

り
、
加
陽
の
朝
市
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
ほ
か
問
沖
加
陽
区
・
下
加
陽

区（
中
筋
地
区
公
民
館
）☎
23

3 

7
4
6
ま
た
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生

課
☎
21

9
0
1
7

税収確保重点期間（７～９月）
　市では、税の公平性と自主財
源の確保を図るため、７～９月
を「税収確保重点期間」と定め、
市税の滞納があり、納付も納税
の相談もない方に対し、差し押
さえなどの滞納処分を強化しま
す。市税の
納付が困難
な方は、滞
納を放置せ
ず、まず、
相談してく
ださい。
　また、納
税は便利な
口座振替も
できますの
で、ぜひ、
利用してく
ださい。
問税務課収税係☎23-1118

過去５年の滞納
処分（差押）件数
年度 件数
22 550
23 608
24 525
25 719
26 880
計 3,282



企
画
展「
ア
ジ
ア
の
お
も
ち
ゃ
」

日
6
月
28
日
㊐
〜
9
月
15
日
㊋
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
所
日

本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館
内
中

国
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
な
ど
、
ア
ジ

ア
各
地
の
人
形
や
動
物
の
お
も
ち

ゃ
を
多
数
展
示
￥
一
般
5
0
0

円
、高
校
・
大
学
生
3
0
0
円
、65

歳
以
上
2
5
0
円
、小
・
中
学
生

2
0
0
円（
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
提
示

で
無
料
）、
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
は
半
額
問
日
本
・
モ
ン
ゴ

ル
民
族
博
物
館
☎
56

1
0
0
0

但
馬
国
府
･
国
分
寺
館
か
ら

絵
図
か
ら
発
見
!
但
馬
の
歴
史

日
開
催
中
〜
9
月
15
日
㊋
内
江
戸

時
代
に
描
か
れ
た
絵
図
な
ど
か

ら
、
但
馬
の
近
世
・
近
代
史
を
紐ひ
も

解
く
￥
大
人
5
0
0
円
、
高
校
生

2
0
0
円
、小
・
中
学
生
1
5
0
円

（
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
提
示
で
無
料
）

世
界
の
カ
ブ
ト
ム
シ
展

日
7
月
18
日
㊏
〜
9
月
1
日
㊋
内

カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
甲
虫
の
標
本
を

紹
介

公
開
講
座「
万
葉
集　

歌
の
ち
か

ら
、
歌
こ
と
ば
」

日
7
月
25
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

所
日
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

8
号
室
◆
講
師
＝
武
庫
川
女
子

大
学
教
授
・
影
山
尚ひ
さ

之ゆ
き

さ
ん
￥

1
0
0
円

夏
休
み
体
験
教
室

申
各
開
催
日
の
3
日
前
ま
で
に
問

に
電
話【
共
通
事
項
】所（
公
開
講

座
以
外
は
）市
立
歴
史
博
物
館「
但

馬
国
府
・
国
分
寺
館
」問
市
立
歴

史
博
物
館「
但
馬
国
府
・
国
分
寺

館
」☎
42

6
1
1
1

に
ほ
ん
ご
豊
岡
あ
い
う
え
お

あ
い
う
え
お
茶
会（
七
夕
）

日
7
月
12
日
㊐
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
内
笹
飾
り
を
作
っ
て
、

願
い
事
を
書
く
￥
2
0
0
円

夏
休
み
子
ど
も
英
会
話
教
室

日
7
月
27
日
、
8
月
10
・
17
・
24

日
の
㊊
全
4
回（
午
前
）対
定
①
就

学
前
②
低
学
年
③
高
学
年（
各
ク

ラ
ス
10
人
）￥
2
千
円（
4
回
分
）

申
7
月
17
日
㊎
ま
で
に
問
に
フ
ァ

ク
ス
他
各
ク
ラ
ス
の
開
催
時
間
は

問
い
合
わ
せ【
共
通
事
項
】所
問
あ

い
う
え
お
事
務
所（
昭
和
町
）☎
Ｆ

20

4
0
3
7

豊
岡
短
大
公
開
講
座
ギ
タ
ー
＆

 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
デ
ュ
オ

日
7
月
25
日
㊏
午
後
6
時
〜
所
近

畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学
和わ

花が

季と
き

会ホ
ー
ル館（
戸
牧
）◆
出
演
＝
ギ
タ
ー
：

朴パ
ク

葵キ
ュ

姫ヒ

、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
奥
村

愛
対
小
学
生
〜
高
校
生
、
障
害
者

定
20
人（
席
指
定
）申
7
月
15
日
㊌

ま
で
に
問
に
電
話
問
近
畿
大
学
豊

岡
短
期
大
学
☎
22

6
3
6
1

気
比
の
浜
・
大
宝
さ
が
し
大
会

日
7
月
20
日
㊊
㊗
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分（
受
付
：
午
前
10
時

〜
）※
雨
天
決
行（
波
の
状
況
で
変

更
あ
り
）所
気
比
の
浜
海
水
浴
場

内
景
品（
民
宿
ペ
ア
宿
泊
券
、
豊

岡
の
か
ば
ん
、
地
元
農
産
物
な

ど
）付
き
の
色
付
き
ア
サ
リ
を
含

む
約
1
5
0
㎏
の
ア
サ
リ
を
海
に

ま
く
￥
1
人
1
0
0
円（
幼
児
は

無
料
）問
豊
岡
観
光
協
会
☎
22

8
1
1
1
※
当
日
は
、気
比
の
浜
・

浜
事
務
所
☎
28

2
1
0
1

「
但
馬
地
域
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直
し
案
」説
明
会

日
7
月
25
日
㊏
午
後
7
時
〜
8
時

※
意
見
の
あ
る
方
は
、
別
途
、
公

聴
会
の
日
を
設
け
ま
す
所
本
庁
舎

2
階
大
会
議
室
内
長
期
的
視
点
に

立
っ
た
都
市
の
将
来
像
と
そ
の
実

日時 内容 参加費 定員
７月25日㊏･26日㊐10：00～ ハニワの貯金箱を作ろう！ 310円 10人
８月１日㊏13：30～ 昆虫博士と虫さがし 100円 20人
８月２日㊐11：00～ 麻ひもでコースターを作ろう！ 200円

10人８月８日㊏11：00～ 古代のお金を作ろう！ 500円
８月９日㊐10：00～ 弓矢を作って飛ばそう！ 200円
８月15日㊏･16日㊐10：00～16：00 化石のレプリカを作ろう！ 100円 なし
８月22日㊏10：00～ 古代の刀を作ろう！ 300円 10人
※｢ハニワの貯金箱を作ろう！｣は２回とも同じ内容
※｢化石のレプリカを作ろう！｣は事前申込み不要。所要時間10分

７月は社会を明るくする運動強調月間
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域の
チカラ～
　犯罪と非行の防止、更生の援助のため、地域住
民の理解と参加を求めることを重点目標として、
それぞれの立場で力を合わせ、犯罪や非行のない
明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
　市内では、７月１日から豊岡保護区保護司会、豊
岡地区更生保護女性会の啓発運動が行われます。
問社会福祉課地域福祉係☎24-7032

広報とよおか 2015（平成27）年7月号　 22



現
に
向
け
て
の
大
き
な
道
筋
を
明

ら
か
に
す
る
プ
ラ
ン
の
見
直
し
案

の
説
明
会
問
県
都
市
計
画
課
☎

0
7
8

3
6
2

3
5
7
8

わ
ら
び
座「
風
の
又
三
郎
」公
演

日
7
月
6
日
㊊
午
後
7
時
〜
所
日

高
文
化
体
育
館
￥
大
人
2
千
円
▽

高
校
生
、
小
・
中
学
生
千
円
※
当

日
各
5
0
0
円
増
◆
チ
ケ
ッ
ト
＝

日
高
文
化
体
育
館
他
託
児
あ
り

（
要
予
約
）問
N
P
O
法
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
日
高
☎
42

2
5
0
5

伝
統
芸
能
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
集
い

日
7
月
5
日
㊐
午
後
1
時
30
分
〜

所
市
民
会
館
内
法
花
寺
万
歳
▽
い

ず
し
落
語
笑
学
校「
わ
い
わ
い
亭
」

▽
古
代
太
鼓
踊
り
▽
鶴
岡
大
神
楽

▽
但
州
湯
島
の
盆
▽
赤
野
太
刀
振

り
▽
祢
布
神
楽
▽
ヤ
チ
ャ
踊
り
▽

奈
佐
節
問
豊
岡
市
文
化
協
会
・
久

本
さ
ん
☎
0
8
0

8
3
4
0

0
4
1
6

お
っ
と
ろ
っ
し
ゃ
！

と
よ
お
か
の
も
の
づ
く
り
Ⅱ

日
7
月
20
日
㊊
㊗
〜
22
日
㊌
所
豊

岡
稽
古
堂
、
本
庁
舎
内
①
も
の
づ

く
り
体
験
教
室
②
ロ
ボ
ッ
ト
展

示
・
実
演
③
企
業
紹
介
展
示
※
①

②
は
20
日
の
み
対
①
小
学
生
程

度
②
③
小
学
生
〜
一
般
￥
①
は

材
料
費
負
担
の
場
合
あ
り
申
①

の
み
7
月
10
日
㊎
ま
で
に
問
に

電
話
問
豊
岡
市
工
業
会
事
務
局

（
エ
コ
バ
レ
ー
推
進
課
内
）☎
21

9
0
2
4
Ｈ
あ
り

姫
路 

今
む
か
し part

Ⅱ
日
7
月
4
日
㊏
〜
8
月
30
日
㊐

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
。
休
館

日
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
所
県

立
歴
史
博
物
館（
姫
路
市
）内
近
現

代
資
料
で
有
名
な
高
橋
秀
吉
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
展
示
￥
大
人
5
0
0

円
、
大
学
生
3
5
0
円
、
高
校
生

2
5
0
円
問
県
立
歴
史
博
物
館
☎

0
7
9

2
8
8

9
0
1
1

募
集

豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
は
ー
と
ピ
ー
」参
加
者

第
21
回
イ
ベ
ン
ト『
夏
☆
恋
』

日
7
月
18
日
㊏
男
性
：
午
後
5
時

15
分
、
女
性
：
午
後
5
時
45
分

所d

ダ

ダ

ada T

タ

ベ

リ

バ

A
BERIBA

（
泉
町
）内

居
酒
屋
交
流
対
20
〜
40
歳
の
独
身

男
女
※
男
性
は
本
市
在
住
ま
た
は

在
勤
の
方
定
男
女
各
12
人
￥
男
性

4
5
0
0
円
、女
性
2
5
0
0
円
申

7
月
13
日
㊊
ま
で
に
参
加
イ
ベン
ト

名
、氏
名
、携
帯
電
話
番
号
、住
所
、

生
年
月
日
を
問
に
連
絡
問
豊
岡
市

社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

☎
23

2
5
7
3
Ｍheart-p@

toyooka-w
el.jp

Ｈ
あ
り

平
成
27
年
度
兵
庫
県
功
労
者
表
彰

■
自
治
功
労

▽
古ふ
る

池ち

信
幸（
城
崎
町
湯
島
）

■
地
域
活
動
功
労

▽
和
多
田
美
千
代（
出
石
町
宮
内
）

■
産
業
振
興
功
労

▽
遠
藤
玄
一
郎（
元
町
）

▽
中な
か

易や
す

培ま
す

根ね（
出
石
町
魚
屋
）

■
農
林
水
産
功
労

▽
霜
倉
和
典（
但
東
町
坂
津
）

▽
山
下　

眞ま
こ
と（
出
石
町
長
砂
）

▽
東ひ

が
し

谷た
に

則
英（
日
高
町
国
分
寺
）

■
環
境
功
労

▽
本
庄
四
郎（
竹
野
町
須
谷
）

兵
庫
県
危
険
物
安
全
・
安
心
大
会

■（
公
財
）兵
庫
県
危
険
物
安
全
協

　

会
代
表
理
事
表
彰

○
優
良
危
険
物
取
扱
者

▽
井
上　

実（
出
石
町
福
住
）

▽
前
田
英
二（
日
高
町
頃
垣
）

○
優
良
事
業
所

▽
㈱
西
村
商
店
セ
ル
フ
豊
岡
バ
イ

　

パ
ス
給
油
所（
船
町
）

▽
太
陽
ケ
ー
ブ
ル
テ
ッ
ク
㈱
豊
岡

　

工
場（
神
美
台
）

豊
岡
市
消
防
本
部
消
防
長
感
謝
状

　

5
月
6
日
、
日
高
町
名
色
で
発

生
し
た
火
災
で
初
期
消
火
活
動
な

ど
を
行
い
、
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
ま
し
た
。

▽
森
本
博
光（
日
高
町
名
色
）

第
47
回
愛
育
班
員
全
国
大
会

■「
愛
育
班
員
の
手
記
」佳
作

▽
三
輪
梨
花
子（
竹
野
町
桑
野
本
）

Ｐ
Ｇ
Ｍ
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ

選
手
権
日
本
代
表
選
抜
大
会

（
5
月
6
〜
7
日
、
岐
阜
）

■
2
位

▽
黒
田
裕ゆ
う

稀ま（
八
条
小
5
年
）

　

今
夏
米
国
西
海
岸
で
開
催
の
Ｉ

Ｍ
Ｇ
Ａ
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選

手
権
に
出
場
し
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
表
彰

○
兵
庫
行
政
評
価
事
務
所
長
感
謝

状
▽
山や
ま

崎さ
き　

守（
竹
野
町
東
大
谷
）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す
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平
成
27
年
度

豊
岡
市
成
人
式
実
行
委
員

内
式
典
進
行（
司
会
、ピ
ア
ノ
伴
奏

な
ど
）、ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
企
画
運
営

対
平
成
7
年
4
月
2
日
〜
8
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
方
定
10
人
程

度
他
第
1
回
実
行
委
員
会
を
9

月
に
開
催
予
定
▽
平
成
27
年
度

成
人
式（
平
成
28
年
1
月
10
日
㊐

開
催
）の
詳
細
は
、10
月
25
日
発

行
の
広
報
と
よ
お
か
第
2
4
6

号
で
お
知
ら
せ
申
問
生
涯
学
習

課
☎
23

0
3
4
1
Ｍshouga 

igakushuu@
city.toyooka.lg.jp

子
ど
も
の
野
生
復
帰
大
作
戦

「
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」参
加
者

日
7
月
11
日
㊏
午
前
9
時
〜
午
後

3
時
30
分
※
詳
細
は
、後
日
連
絡
所

た
け
の
こ
村
内
野
外
炊
飯
、ク
ラ
フ

ト
な
ど
対
市
内
在
住
の
親
子
定
1 

0　
0
人
￥
5
0
0
円
申
7
月
1
日

㊌
ま
で
に
問
に
電
話
問
生
涯
学
習

課
生
涯
学
習
係
☎
23

0
3
4
1

ど
ん
ぐ
り
山
友
会
２
０
１
５

富
士
山
登
山
参
加
者

日
9
月
1
日
㊋
〜
4
日
㊎
3
泊
4

日（
車
中
1
泊
）※
9
月
1
日
㊋
午

後
9
時
に
日
高
庁
舎
を
出
発
内
ゆ

っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
富
士
山

に
登
る
定
25
人
￥
4
万
8
千
円
申

7
月
11
日
㊏
か
ら
問
に
連
絡
他

「
植
村
直
己
冒
険
賞
」を
受
賞
し
た

渡
邉
玉
枝
さ
ん（
予
定
）や
登
山
の

専
門
家
が
サ
ポ
ー
ト
▽
事
前
説
明

会
あ
り（
8
月
上
旬
）問
ど
ん
ぐ
り

山
友
会（
植
村
直
己
冒
険
館
内
）☎

44

1
5
1
5
Ｆ
44

1
5
1
4

子
ど
も
写
生
会
参
加
者

日
8
月
1
日
㊏
午
前
9
時
〜
午
後

3
時（
早
退
も
可
）所
市
立
美
術
館

「
伊
藤
清
永
記
念
館
」前
広
場
※
雨

天
時
は
、
出
石
庁
舎
1
階
市
民
ホ

ー
ル
内
出
石
城
下
の
歴
史
遺
産
に

触
れ
な
が
ら
、
自
然
を
描
く
対
市

内
の
幼
稚
園
児
、
小
・
中
学
生

（
親
子
で
の
参
加
も
可
）定
50
人
￥

2
0
0
円（
材
料
費
・
保
険
料
含

む
）◆
監
督
者
＝
小
・
中
学
校
の

先
生
・
Ｏ
Ｂ
の
先
生
申
7
月
6
日

㊊
〜
24
日
㊎
に
問
に
電
話
問
市
立

美
術
館「
伊
藤
清
永
記
念
館
」☎
52

5
4
5
6

オ
セ
ロ
大
会
参
加
者

日
7
月
25
日
㊏
午
前
9
時
30
分
〜

所
本
庁
舎
2
階
大
会
議
室
◆
部
門

＝
①
幼
児（
4
歳
）〜
小
学
3
年
生

の
部
②
小
学
4
年
生
〜
中
学
3
年

生
の
部
申
7
月
13
日
㊊
ま
で
に
問

に
電
話
他
各
部
門
1
〜
3
位
に
は
、

賞
状
と
盾
を
贈
呈
▽
上
位
入
賞
者

は
、
但
馬
地
区
子
ど
も
会
オ
セ
ロ

大
会（
8
月
9
日
㊐
・
本
庁
舎
）に

出
場
可
。
但
馬
大
会
の
上
位
入
賞

者
は
、
県
子
ど
も
会
オ
セ
ロ
大
会

（
11
月
1
日
㊐
・
県
福
祉
セ
ン
タ

ー
）に
出
場
可
問
豊
岡
市
子
ど
も

会
連
絡
協
議
会（
生
涯
学
習
課
内
）

☎
23

0
3
4
1

中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
7
月
27
日
㊊
〜
8
月
31
日
㊊
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
の
都
合
の
い

い
時
間
所
お
も
し
ろ
た
の
し　

み

え
こ
ど
も
園（
鎌
田
）内
園
児
と
遊

ぶ
申
希
望
日
の
前
日
ま
で
に
問
に

電
話（
㊐
を
除
く
）問
お
も
し
ろ
た

の
し　

み
え
こ
ど
も
園
☎
24

0 

4
6
2

海
上
保
安
学
校
学
生

◆
試
験
日
＝
9
月
27
日
㊐
内
船
舶

運
航
シ
ス
テ
ム
課
程
、
航
空
課
程
、

情
報
シ
ス
テ
ム
課
程
、
海
洋
科
学

課
程
対
平
成
28
年
3
月
に
高
校
ま

た
は
中
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
方

お
よ
び
平
成
27
年
4
月
1
日
時
点

で
卒
業
か
ら
5
年
以
内
の
方
申
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
7
月
21
日
㊋
〜

30
日
㊍
）ま
た
は
郵
送
・
持
参（
7

月
21
日
㊋
〜
23
日
㊍
）問
香
住
海

上
保
安
署
☎
36

4
9
9
9

平
成
28
年
度

県
立
大
学
大
学
院
入
学
者

◆
試
験
日
・
所
＝
8
月
29
日
㊏
・

豊
岡
会
場
、
神
戸
会
場
対
大
学
卒

業
者（
見
込
み
含
む
）、
社
会
人
・

留
学
生（
要
件
あ
り
）申
8
月
5
日

㊌
〜
16
日
㊐
問
豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ

ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス
経
営
部
学
務

課
☎
34

6
0
7
9

放
送
大
学
10
月
生

内
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
申
9
月
20
日
㊐
ま
で
他
資
料

請
求
は
問
に
電
話
問
放
送
大
学

姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
☎

0
7
9

2
8
4

5
7
8
8

老
人
福
祉
事
業
就
職
フ
ェ
ア

日
7
月
4
日
㊏
午
後
1
時
〜
5
時

所
姫
路
商
工
会
議
所（
姫
路
市
）内

老
人
福
祉
施
設
・
事
業
所
の
就
職

相
談
会
対
介
護
職
に
興
味
の
あ
る

方
問
兵
庫
県
老
人
福
祉
事
業
協
会

☎
0
7
8

2
9
1

6
8
2
2

離
職
者
等
再
就
職
訓
練
受
講
者

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
実
務
科

◆
訓
練
期
間
＝
8
月
18
日
㊋
〜
10

月
16
日
㊎
の
平
日
午
前
9
時
〜
午
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後
3
時
30
分
内
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎

知
識
、基
本
的
な
操
作
の
習
得
な
ど

介
護
職
員
初
任
者
コ
ー
ス

◆
訓
練
期
間
＝
8
月
20
日
㊍
〜
10

月
19
日
㊊
の
平
日
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
10
分
内
介
護
職
員
初
任
者

研
修
修
了
に
向
け
た
知
識
と
技
術

の
習
得
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
提
供
現

場
の
見
学
な
ど【
共
通
事
項
】所
大

岡
学
園（
戸
牧
）対
ハロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
申
込
み
を
し
て
い
て
、
公
共

職
業
安
定
所
長
の
受
講
指
示
、
受

講
推
薦
、
支
援
支
持
を
受
け
る
方

定
20
人
￥
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
申

6
月
29
日
㊊
〜
7
月
30
日
㊍
に
問

に
連
絡
他
一
時
保
育
あ
り
問
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
豊
岡
☎
23

3
1
0
1

ご
み
処
理
施
設
の
名
称

◆
募
集
期
間
＝
7
月
1
日
㊌
〜
21

日
㊋
必
着
他
構
成
市
町
1
市
2
町

の
ご
み
を
処
理
す
る
新
し
い
ご
み

処
理
施
設
を
竹
野
地
域
に
建
設
中

▽
平
成
28
年
4
月
稼
動
開
始
予
定

▽
詳
細
は
6
月
発
行
の
ほ
く
た
ん

便
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

問
北
但
行
政
事
務
組
合
☎
24

5
5
0
4

遊
友
体
験
活
動

日
7
月
11
日
㊏
午
前
9
時
30
分
〜

正
午
所
県
立
南
但
馬
自
然
学
校

（
朝
来
市
）内
水
辺
の
生
き
物
や
昆

虫
探
し
￥
50
円
申
7
月
6
日
㊊
ま

で
に
問
に
電
話
問
県
立
南
但
馬
自

然
学
校
☎
0
7
9

6
7
6

4
7
3
1教

室
・
講
座

の
ば
そ
う
健
康
寿
命
！
今
日
か

ら
始
め
る
は
つ
ら
つ
体
操

日
7
月
22
日
㊌
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分
所
立
野
庁
舎
多
目
的
ホ

ー
ル
内
健
康
寿
命
を
延
ば
す
秘
訣

（
講
演
）▽
自
宅
で
で
き
る
は
つ
ら

つ
体
操
の
体
験
▽「
は
つ
ら
つ
チ

ャ
レ
ン
ジ
塾
」の
紹
介
◆
講
師
＝

健
康
運
動
指
導
士
・
堀
江
恭
子
さ

ん
対
市
民
定
1
0
0
人
程
度
申
7

月
17
日
㊎
ま
で
に
問
に
連
絡
他
健

康
・
環
境
ポ
イ
ン
ト
制
度
対
象
事

業（
1
0
0
ポ
イ
ン
ト
）問
健
康
増

進
課
健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
☎

21

9
0
9
5

パ
ス
テ
ル
画
教
室

日
7
月
25
日
㊏
・
26
日
㊐
各
日
午

前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分
所
市
立

美
術
館「
伊
藤
清
永
記
念
館
」内

「
日
本
近
代
洋
画
へ
の
道
」の
展
示

作
品
を
モ
チ
ー
フ
に
描
く
対
小
学

生
定
各
日
10
人
程
度
￥
3
2
0
0

円（
特
別
展
チ
ケ
ッ
ト
込
み
、
パ

ス
テ
ル
・
画
材
な
ど
は
準
備
し

ま
す
）申
7
月
2
日
㊍
〜
14
日
㊋

〔
水
曜
日
は
除
く
〕に
問
に
電
話
他

12
月
の
企
画
展
で
展
示
予
定
。
作

品
は
展
覧
会
終
了
後
に
持
ち
帰
り

（
希
望
者
は
一
時
持
ち
帰
り
可
）問

市
立
美
術
館「
伊
藤
清
永
記
念
館
」

☎
52

5
4
5
6

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

日
7
月
25
日
㊏
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
1
時
※
雨
天
決
行
所
竹
野
南

森
林
公
園
※
受
付（
午
前
9
時
〜
）

は
竹
野
南
地
区
公
民
館
内
ネ
イ
チ

ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
作
り
。
昼
食
は
ス

タ
ッ
フ
と
一
緒
に
調
理（
食
材
は

用
意
し
ま
す
）定
30
人
※
小
学
生

以
下
は
、
保
護
者
同
伴
￥
5
0
0

円（
中
学
生
以
下
2
0
0
円
）申
7

月
14
日
㊋
ま
で
に
問
に
電
話
問
竹

野
振
興
局
地
域
振
興
課
☎
21

9
0
7
3
ま
た
は
竹
野
南
地
区
公

民
館
☎
48

0
0
0
8

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
課
程
）

日
7
月
11
日
〜
9
月
26
日
の
㊏

（
全
11
回
）午
後
1
時
〜
4
時
30
分

所
出
石
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
第
2

会
議
室
内
初
心
者
向
け
の
手
話

講
座
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
16
歳
以
上
の
方（
手
話
経
験

の
有
無
は
問
わ
な
い
）定
20
人
￥

3
2
4
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
）申
7

月
8
日
㊌
ま
で
に
問
に
電
話
問
社

会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
☎
24

7
0
3
3
ま
た
は
た
じ
ま
聴
覚
障

害
者
セ
ン
タ
ー
☎
24

8
0
0
8

植村直己の心をつなぐ
｢ネパ－ル大地震被災地救援募金｣
にご協力お願いします
　植村直己と縁が深いネパ－ルで大地
震があり、甚大な被害を及ぼしていま
す。
　一日も早い復興を願い、被災地救援
募金にご協力をお願いします。
【募金方法】
◇期限　８月31日（月）
◇募金方法
・本庁舎…総合案内、生涯学習課
・立野庁舎…健康増進課
・各庁舎…地域振興課
・市立美術館「伊藤清永記念館」、日本・
モンゴル民族博物館、市立歴史博物
館「但馬国府・国分寺館」、植村直己
冒険館、コウノトリ文化館

・市内開催イベント等で募金箱を設置
問植村直己冒険館☎44-1515
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ル
②「
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
」で

お
得
に
③
夏
の「
省
エ
ネ
」ポ
イ
ン

ト
ア
ド
バ
イ
ス
④
夏
の「
カ
ビ
・
ダ
ニ
」

ど
う
す
れ
ば
?
定
20
人
申
問
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
暮
ら
し
の
エ
コ
を
す
す
め

る
但
馬
の
会
☎
52

3
5
8
1

相
談

体
力
測
定
・
運
動
相
談

日
7
月
5
日
、
8
月
9
日
、
9
月

6
日
、
10
月
4
日
、
11
月
1
日
の

㊐
午
前
10
時
〜
午
後
7
時
所
ウ
ェ

ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
内
簡
単
な
体
力

測
定
、
体
組
成
測
定（
ボ
デ
ィ
ー

ス
キ
ャ
ン
）、
運
動
相
談（
個
人
に

適
し
た
運
動
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
）

対
20
歳
以
上
の
市
民
定
50
人
持
問

に
電
話
問
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡

総
合
受
付
窓
口
☎
24

0
5
8
2

無
料
法
律
相
談

日
7
月
31
日
㊎
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分（
1
人
当
た
り
30
分
）所

豊
岡
稽
古
堂
1
階
交
流
室
1

2
内
消
費
者
問
題
、
多
重
債
務
な

ど
◆
相
談
者
＝
弁
護
士
・
野
崎
佑

也
さ
ん
定
6
人
申
7
月
24
日
㊎
ま

で
に
問
に
電
話
問
生
活
環
境
課
☎

21

9
0
0
1

専
門
栄
養
相
談

日
毎
月
第
2
㊊（
祝
日
の
場
合
は

翌
週
）午
後
1
時
〜
3
時
所
豊
岡

健
康
福
祉
事
務
所（
幸
町
）内
①
難

病
患
者
等
の
食
生
活
②
生
活
習
慣

病
な
ら
び
に
合
併
症
の
食
生
活
③

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
除
去
食
④
介

護
が
必
要
な
方
の
食
生
活
⑤
栄
養

表
示
基
準
⑥
健
康
食
品
等
の
虚
偽

誇
大
広
告
⑦
そ
の
他
食
に
関
す
る

相
談
申
問
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

健
康
管
理
課
☎
26

3
6
6
0

司
法
書
士
に
よ
る

市
民
生
活
無
料
相
談
会

日
7
月
18
日
㊏
午
後
1
時
〜
8
時

※
予
約
制
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
市

民
活
動
室
A
内
相
続
・
登
記
・
多

重
債
務
・
消
費
者
・
成
年
後
見
な

ど
の
相
談
申
問
兵
庫
県
司
法
書
士

会
但
馬
支
部
☎
0
7
9

6
7
6

3
3
6
8

行
政
書
士
に
よ
る

遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会

日
7
月
11
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
じ
ば
さ
んT

A
JIM

A

（
大

磯
町
）内
遺
言
・
相
続
の
相
談
申
問

兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部
☎

0
7
9

6
6
2

6
5
6
9

そ
の
他

県
民
ま
ち
な
み
緑
化
事
業

内
県
民
緑
税
を
活
用
し
、
植
樹
や

豊
岡
手
話
サ
ー
ク
ル
手
話
講
習
会

日
7
月
8
・
15
・
22
・
29
日
、
8

月
5
日
の
㊌
午
後
7
時
30
分
〜
9

時（
全
5
回
）所
豊
岡
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
2
階
第
1
会
議
室
￥

5
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
）問
豊
岡

市
社
会
福
祉
協
議
会
豊
岡
地
区
セ

ン
タ
ー
☎
23

2
5
7
3

食
と
農
の
座
談
会

日
7
月
4
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

8
時（
中
途
参
加
可
）所
綜
合
卸
売

市
場（
福
田
）内
保
田
茂
先
生
の
講

義
と
但
馬
の
食
と
農
に
つ
い
て
語

り
・
味
わ
い
・
考
え
る
集
い
￥
2
千

円（
会
食
者
の
み
）問
岡
崎
さ
ん
☎

0
9
0

3
1
6
3

5
0
6
5

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

日
7
月
20
日
〜
9
月
14
日
の
㊊
午

後
8
時
〜
10
時
所
市
民
体
育
館
対

高
校
生
以
上
の
初
心
者
定
15
人
程

度
￥
2
千
円
申
7
月
10
日
㊎
ま
で

に
問
に
電
話
問
と
よ
お
か
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会
・
岩
﨑
さ
ん
☎

0
9
0

3
2
8
1

4
3
8
4

暮
ら
し
の
お
役
立
ち
セ
ミ
ナ
ー

日
7
月
9
日
㊍
午
後
3
時
〜
4
時

所
豊
岡
稽
古
堂
1
階
内
①「
用
心

し
ま
し
ょ
う
」住
ま
い
の
ト
ラ
ブ

芝
生
化
な
ど
の
緑
化
活
動
を
助
成

◆
対
象
区
域
＝
住
民
団
体
：
市
内

全
域
▽
個
人
・
法
人
：
緑
条
例
の

「
ま
ち
の
区
域
」等
◆
対
象
経
費
＝

①
一
般
緑
化
②
校
園
庭
・
ひ
ろ
ば

の
芝
生
化
③
駐
車
場
の
芝
生
化

④
建
築
物
の
屋
上
緑
化
・
壁
面

緑
化
―
に
要
す
る
経
費（
上
限
：

4
0
0
万
円
、
個
人
・
法
人
は
対

象
経
費
の
2
分
の
1
以
内
）◆
対

象
規
模
＝
住
民
団
体
：
①
②
30
㎡

以
上
、
③
④
1
0
0
㎡
以
上
▽
個

人
・
法
人
：
①
〜
④
1
0
0
㎡
以

上
申
11
月
30
日
㊊
ま
で
に
申
請
書

を
問
に
持
参
他
法
令
等
で
緑
化
義

務
が
課
さ
れ
る
部
分
は
、
補
助
対

象
外
問
都
市
整
備
課
景
観
政
策
係

☎
23

1
7
1
2
ま
た
は
豊
岡
土

木
事
務
所
ま
ち
づ
く
り
建
築
第
1

課
☎
26

3
7
5
7

行
政
相
談
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
や
特
殊

法
人
な
ど
の
仕
事
に
関
す
る
皆
さ

ん
か
ら
の
苦
情
や
意
見
、
要
望
な

ど
を
受
け
、
そ
の
解
決
を
通
じ
て

行
政
運
営
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
7

人
の
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

豊
岡
地
域
…
宮
代
俊し
ゅ
ん

一い
ち

、
鈴
木
順よ
り

子こ

▽
城
崎
地
域
…
元
井
康
惠
▽
竹

野
地
域
…
山や
ま

崎さ
き

守
▽
日
高
地
域
…

そうだ！エイズ検査を受けてみよう
　国内では１日に約４人の割合で新たなHIV
感染者・エイズ患者が報告されています。
HIVに感染していても早期発見ならエイズの
発症を防ぐことができます。検査は､ 無料・
匿名で、全国どこの保健所でも受けることが
できます。
《但馬での血液検査》

豊岡健康福祉事務所 朝来健康福祉事務所

検査
日時

【通常検査】
毎月第２・４火曜日
９：15～11：15
【夜間検査】
10月2７日（火）
17：30～19：15

【通常検査】
毎月第１・３木曜日
13：30～15：30

申込
方法 電話またはメール 電話

問
合
せ

豊岡健康福祉事務所
健康管理課（幸町）
☎26-3660
メール toyookahoke 
n s h o - a i d s@p r e f .
hyogo.lg.jp

朝来健康福祉事務所
地域保健課（朝来市
和田山町東谷）
☎079-672-0555
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太
田
垣
秀
典
▽
出
石
地
域
…
角つ
の

岡お
か

充み

國く
に

▽
但
東
地
域
…
渋し
ぶ

谷や

順じ
ゅ
ん

子こ

※

敬
称
略

人
権
教
育
・
男
女
共
同
参
画
推

進
員
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
！

　

市
で
は
、
互
い
の
違
い
を
認
め

合
い
一
人
一
人
を
尊
重
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
地
域
、

学
校
、
公
民
館
な
ど
で
実
施
さ
れ

る
人
権
学
習
会
に
講
師
を
無
料
で

派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
研
修
用
D
V
D
や
機
材
も

無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
の
で
、
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課
☎
23

0
3
4
1

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

耐
震
補
強
・
改
修
工
事

　

工
事
期
間
中
は
、
3
階
の
第
2

会
議
室
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
工
事
期
間
＝
6
月
1
日
㊊
か
ら

10
月
31
日
㊏
問
社
会
福
祉
課
地
域

福
祉
係
☎
24

7
0
3
2

医
療
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

対
9
月
30
日
ま
で
有
効
の
当
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
10
月
1

日
以
降
も
引
き
続
き
交
付
を
希
望

す
る
満
20
歳
未
満
の
方（
一
定
の

医
学
基
準
を
満
た
す
方
が
対
象
）

申
7
月
1
日
㊌
〜
8
月
21
日
㊎
に

必
要
書
類
を
問
に
提
出

指
定
難
病
お
よ
び
特
定
疾
患（
ス

モ
ン
）医
療
受
給
者
証

対
9
月
30
日
ま
で
有
効
の
当
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
10
月
1

日
以
降
も
引
き
続
き
交
付
を
希
望

す
る
方
申
7
月
1
日
㊌
〜
8
月
31

日
㊊
に
必
要
書
類
を
問
に
提
出

【
共
通
事
項
】他
更
新
手
続
き
の
案

内
は
、
6
月
末
ま
で
に
郵
送
▽
必

要
書
類
は
問
い
合
わ
せ
▽
新
し
い

受
給
者
証
は
9
月
中
に
発
送
問
豊

岡
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課

（
豊
岡
保
健
所
）☎
26

3
6
7
2

日
曜
納
税
相
談
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

日
曜
納
税
相
談

日
7
月
19
日
㊐
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
所
本
庁
舎
1
階（
税
務
課
収

税
係
）他
納
付
も
可

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

対
20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
原
則

誰
で
も
※
公
売
保
証
金
の
納
付
が

必
要（
公
売
保
証
金
不
要
物
件
を

除
く
）◆
公
売
方
法
＝
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
競
り
売
り
◆
参
加
申

込
期
間
＝
7
月
7
日
㊋
午
後
1
時

〜
23
日
㊍
午
後
11
時
◆
競
り
売
り

期
間
＝
7
月
30
日
㊍
午
後
1
時
〜

8
月
2
日
㊐
午
後
11
時
◆
代
金
納

付
期
限
＝
8
月
10
日
㊊
午
後
3
時

◆
公
売
物
件
＝
絵
画
な
ど
16
点

（
予
定
）申
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

参
加（
7
月
7
日
㊋
公
開
予
定
）

下
見
会

　

落
札
し
た
物
件
は
返
品
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
事
前
に
よ
く

見
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
7
月
19
日
㊐
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
所
本
庁
舎
1
階
他
大
型
物
件

は
下
見
会
に
展
示
し
ま
せ
ん
。
下

見
を
希
望
の
方
は
、
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。【
共
通
事
項
】他
次

の
サ
イ
ト
で
も
公
売
の
情
報
を
提

供
▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▽
ヤ
フ
ー

㈱
の
公
売
シ
ス
テ
ム
問
税
務
課
収

税
係
☎
23

1
1
1
8

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は

県
や
市
町
の
貴
重
な
財
源
で
す
！

　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は
、
そ
の
10

分
の
7
が
ゴ
ル
フ
場
の
あ
る
市
町

に
交
付
さ
れ
、
地
域
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
役
立

っ
て
い
ま
す
。
税
額
は
、
ゴ
ル
フ

場
の
規
模
、
利
用
料
金
等
で
決
ま

り
、
一
人
一
日
当
た
り
3
0
0
円

〜
1
2
0
0
円
で
す
。
※
ゴ
ル
フ

場
利
用
税
が
非
課
税
の
方
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
豊
岡
県
税
事
務
所
課
税
第
2
課

☎
26

3
6
3
0

総
合
治
水
を
推
進
し
て
い
ま
す

　

県
で
は
、
近
年
の
豪
雨
な
ど
に

よ
る
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
、「
総
合
治
水
条
例
」を
施
行
し
、

「
な
が
す
」対
策
、「
た
め
る
」対
策
、

「
そ
な
え
る
」対
策
を
組
み
合
わ
せ

た『
総
合
治
水
』を
進
め
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
県
土
整
備
部
土
木
局
総
合
治
水

課
☎
0
7
8
3
6
2
9
2
6
5

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

所
公
立
豊
岡
病
院
他
1
歳
以
上
の

小
児
で
、
緊
急
性
の
な
い
自
己
都

合
な
ど
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

時
間
外
診
察
料
金
3
2
4
0
円
の

 ７月の納税
・固定資産税　第２期
・国民健康保険税（普通徴収）
　第１期
納期限　７月31日（金）
納税は便利な口座振替を利用
してください。
問税務課収税係☎23-1118また
は各振興局市民福祉課

負
担
あ
り
問
公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22

6
1
1
1

健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
0
1
2
0

9
7
9

4
5
1

通
話
料
無
料

問
兵
庫
県
保
険
医
協
会
☎
0
7
8

3
9
3

1
8
0
3

27　 広報とよおか 2015（平成27）年7月号

月日 担当医師・
住所

7月

12日 中沢　洋
（出石町本町）

26日 赤松　亮
（九日市下町）

※診療時間は、午前９時～
　午後５時

７月のテーマ
曜日 内　　容
月 娘に子どもができなかったら

火 ４月の改定で介護はどう変わ
ったか!?②

水 高齢者の肺炎と結核
木 血液中の尿

にょう
酸
さん

値
ち
と寿命

金～日 夏の皮膚トラブル～虫刺され～
※20日㊊㊗は金～日のテーマを放送



母と子の健康
４か月児健康診査 ※生年月日を十分確認してください。

地域 日 曜日 受付時間 対　　象

豊岡
城崎
竹野

７ 金 13：00～14：00 平成27年３月18日～４月７日生

日高 ５ 水 13：00～13：30 平成27年３月２日～４月５日生
出石
但東 18 火 13：00～13：15 平成27年３月22日～４月18日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・健康診査アン

ケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳

食相談

７か月児健康診査 ※生年月日を十分確認してください。

地域 日 曜日 受付時間 対　　象

豊岡
城崎
竹野

17 月 13：00～14：00 平成26年12月28日～平成27年１月17日生

日高 ５ 水 13：15～13：45 平成26年12月２日～平成27年１月５日生
出石
但東 18 火 13：15～13：30 平成26年12月22日～平成27年１月18日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・ハンカチ・健康診

査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳食相

談・歯科相談・ブックスタート（絵本の読
み聞かせ）

1歳6か月児健康診査 ※生年月日を十分確認してください。
地域 日 曜日 受付時間 対　　象

豊岡
城崎
竹野

４
火 13：00～14：00

平成25年12月29日
～平成26年１月18日生

25 平成26年１月19日
～２月13日生

出石
但東 26 水 13：00～13：30 平成25年12月、平成26年１月生
◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・コップ・バスタ

オル・健康診査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・育児

相談・歯科相談・フッ素塗布（希望者
500円）など

プレママ相談　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容

全域 ７、21 金 ９：00～11：00 妊娠届を提出する方
母子手帳交付・保健師・栄養士・
歯科衛生士の相談・妊婦健診
助成の手続きなど

◇持ち物　妊娠届出書・印鑑・妊婦健診領収書・振込先口座の分かるもの
※日程に都合のつかない方は、健康増進課に問い合わせてください。

１才のすくすく広場　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　　象 内　容

全域 20 木 13：00～13：15 平成26年７月生
幼児食の話・試食・歯みがき
の話・栄養相談（希望者）・歯
科相談（希望者）

◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・質問票　◇健康・環境ポイント　100ポイント

3歳児健康診査 ※個別に通知します。

地域 日 曜日 受付時間 対　　象
豊岡
城崎
竹野

11 火 13：00～13：40 平成24年５月10日～６月１日生

日高 26 水 13：00～13：30 平成24年５月・６月生

◇持ち物　母子手帳・視聴覚アンケート・尿・健康診
査アンケート

◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・尿検査・
育児相談・歯科相談・栄養相談など

※会場が記載されていない保健行事は、下記の各地域のセンターで開催します。な
お、別の会場で受診を希望する場合は､事前に健康増進課に連絡してください。
教室等 地域 豊  岡 城  崎 竹  野 日  高 出  石 但  東

乳幼児
健　康
診　査

4 か 月 児 健 康 診 査
7 か 月 児 健 康 診 査
1歳６か月児健康診査
3 歳 児 健 康 診 査

豊岡市保健センター
（立野町12-12）

日高健康福祉
センター

（日高町祢布
 891-２）

出石健康福祉
センター

（出石町福住1302）

保健師定期駐在日の
ご案内

（時間８：30～17：15）

城崎振興局 毎週
火曜日竹野振興局

日高振興局
毎週
木曜日出石振興局

但東振興局

保健師による健康相
談を行います。
乳幼児から高齢者まで
どなたでも、気軽に
相談してください。
※相談は、事前に連
絡してください。

※日高・出石地域の
乳幼児に関する相
談は、乳幼児健康
相談日を利用して
ください。

８月の保健行事

健康
増進課
☎24-1127
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会　　　場 開催日 時　　間
竹野健康福祉センター　機能訓練室 26日（水）10：00～11：30
但東健康福祉センター　介護機器展示室 28日（金）10：00～11：30
◇内容　トレーニング機器を利用した、自主トレーニン
グのための講習会です。　◇対象　20歳以上の市民
◇定員　３人程度　◇申込み　健康増進課健康まち
づくり推進室に電話（21-9095）で申し込んでください。

献　　血

健診結果相談会

トレーニング機器利用事前講習会

休日急病診療所 （立野町12-12）

地域 日 曜日 受付時間 会　場

豊岡 13 木 9：30～11：30 市役所本庁舎12：45～16：00

日高
５ 水 9：30～11：30 八代ふれあいセンター

13：30～15：30 国府地区コミュニティセンター

31 月 9：30～11：45 三方地区基幹集落センター13：00～15：30
但東 23 日 8：30～13：00 但東中学校

日 曜日 時間 会　場
11 火 10：00～11：30 立野庁舎１階Ａ会議室

毎週火曜日は歩キングデーコーちゃん オーちゃん

診　療　日 受付時間 診療科目 電　話
２日（日）、９日
（日）、16日（日）、23
日（日）、30日（日）

①９：00～11：30
②13：00～16：30 内科・小児科 ☎23-9219

相　　談
曜　日 相談時間 電　　話

もしもし電話健康相談 月～金 9：00～17：00 ☎22-7700
但馬地域 小児救急医療電話相談 毎日 19：00～22：00 ☎22-9

きゅうきゅうはは

988
兵庫県 小児救急医療電話相談 平日・土 18：00～24：00 ・プッシュ回線、携帯　☎♯

シャープハッセン

8000
・ダイヤル回線、IP電話  ☎078-731-8

ははきゅうきゅう

899日・祝日 9：00～24：00

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

何
と
な
く
や
る
気
が
で
な
い
、

眠
れ
な
い
、
涙
も
ろ
く
な
っ
た
な

ど
、
こ
こ
ろ
が
疲
れ
て
い
ま
せ
ん

か
?

　

ま
た
、
最
近
家
族
が
、
物
忘
れ

が
ひ
ど
く
な
っ
た
、
怒
り
っ
ぽ
く

な
っ
た
な
ど「
認
知
症
?
」「
ど
の

よ
う
に
対
応
し
た
ら
良
い
?
」と

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
?

○
日
時　

7
月

9
日（
木
）午

後
1
時
30
分

〜
午
後
4
時

30
分（
1
人

45
分
程
度
）

○
場
所　

立
野
庁
舎

○
対
象　

本
人
や
家
族
な
ど

○
担
当
医
師　

精
神
科
医
師　

高

石
俊し

ゅ
ん

一い
ち

さ
ん

※
事
前
申
込
み
必
要

※
個
人
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
健
康
増
進

課
☎
24
–
1
1
2
7

　
「
気
持
ち
が
落
ち
込
む
」「
家
族

が
精
神
的
に
し
ん
ど
そ
う
」な
ど
、

こ
こ
ろ
の
悩
み
を
臨
床
心
理
士
や

保
健
師
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん

か
?

○
日
時　

7
月
17
日（
金
）午
後
1

時
〜
4
時
30
分（
1
人
1
時
間

程
度
）

○
場
所　

立
野
庁
舎

○
対
象　

本
人
や
家
族
な
ど

※
事
前
申
込
み
必
要

※
個
人
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
健
康
増
進

課
☎
24
–
1
1
2
7

　

子
ど
も
の
発
達
や
成
長
で
気
に

な
る
こ
と
や
、
心
配
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
?

　

子
ど
も
に
合
っ
た
関
わ
り
の
工

夫
を
医
師
や
心
理
士
、保
健
師
な
ど

と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
?

○
対
象　

5
歳
児（
平
成
22
年
4

月
2
日
〜
23
年
4
月
1
日
生
ま

れ
）と
そ
の
保
護
者

○
方
法　
「
5
歳
児
発
達
相
談
子

育
て
質
問
票
」を
自
宅
に
送
付

し
ま
す
の
で
、
記
入
の
上
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
や
希
望
に
合
わ
せ
て

個
別
に
相
談
日
を
案
内
し
ま
す
。

※
質
問
票
は
誕
生
月
ご
と
に
送
付

し
ま
す
。
7
月
は
市
内
全
地
域

の
4
〜
11
月
生
ま
れ
の
方
に
送

付
し
ま
す
。

※
子
ど
も
の
様
子
で
気
に
な
る
こ

と
が
な
く
て
も
、
必
ず
返
送
を

お
願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課

　

☎
24
–
1
1
2
7

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

こ
こ
ろ
の
相
談
室

5
歳
児
発
達
相
談

○
日
時　

8
月
22
日（
土
）午
前
10

時
〜（
１
時
間
30
分
程
度
）

○
会
場　

立
野
庁
舎

○
内
容　

急
病
の
と
き
の
対
処
法

と
救
急
受
診
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

つ
い
て（
公
立
豊
岡
病
院
小
児

科
医
師　

山
田
博
之
さ
ん
）

○
対
象　

2
歳
ま
で
の
子
ど
も
が

い
る
親
と
そ
の
家
族

○
定
員　

40
人〔
一
時
保
育
あ
り

（
定
員
20
人
）※
１
〜
２
歳
児
優

先
〕

○
申
込
期
限　

８
月
10
日（
月
）

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
健
康
増
進

課
☎
24
–
1
1
2
7

こ
ど
も
の
救
急
セ
ミ
ナ
ー
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7月の行事予定7月の行事予定 乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳　児 6歳～
中中学生　　高高校生　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名

１ 水
10：30 竹野 にじっこ絵本（竹野子育てセンター）　乳 幼

10：30 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼

11：00 本館 おはなしのゆりかご　乳

２ 木 11：00 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼

３ 金

４ 土 10：30 竹野 テーマであそぼ！｢虫にもいろいろあるけれど…｣（工作：虫のクリップ）　幼 児

10：30 但東 おはなしのもり・子ども工作（工作：風鈴作り）　幼 児

５ 日
６ 月
７ 火 休館日
８ 水 14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

９ 木
10 金 10：30 但東 えほんはともだち（但東子育てセンター）　乳 幼

11 土
10：10 本館 土曜としょかん（工作：ふわふわアニマルブローチ）　幼 児

10：30 城崎 おはなしランド（工作：プラネタリウムスコープ）　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

13：30 本館 としょかん映画会｢コンタクト｣（1997年・150分）　般

12 日 13：30 本館 としょかん映画会｢コンタクト｣（1997年・150分）　般

13 月
14 火 休館日
15 水 ９：40 豊岡 おはなしのゆりかご（市民プラザほっとステージ）　乳

16 木 10：30 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳 幼

17 金 13：30 日高 おたのしみ会わくわくランド　幼 児

18 土 14：00 本館 おはなし会　幼 児

19 日
20 月 休館日
21 火 休館日
22 水 14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

23 木

10：30 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼

10：30 出石 えほんのとびら　乳 幼

13：30 本館 手作り絵本教室①　児

14：00 城崎 英語で楽しむ｢えほんのせかい｣（城崎庁舎２階大会議室）小学校３年生以上
24 金 10：10 本館 夏休み子ども点字絵日記教室①　児

25 土
10：30 竹野 おはなしミッケ！　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

13：30 但東 としょかん読書推進講座（但東庁舎３階多目的ホール）　般

14：00 本館 おはなし会　幼 児

26 日

10：30 本館 夏休み映画会｢バック トゥ ザ フューチャー｣（1985年・116分）　般 児

13：30 本館 夏休み映画会｢バック トゥ ザ フューチャー｣（1985年・116分）　般 児

14：00 出石 としょかん・くらぶ　児

14：00 但東 夏休み子どもルンルン工作第１弾（対象：小学１・２年生）　児

27 月 10：00 竹野 点子ちゃんの点字教室①（竹野庁舎２階第２研修室）小学生以上
28 火 休館日
29 水
30 木 10：10 本館 夏休み子ども点字絵日記教室②　児

13：30 本館 手作り絵本教室②　児

31 金 休館日（図書整理日）

レッツゴー図書館
本館　☎23-6151
（京町５-28）
城崎　☎21-9072
（城崎庁舎２階）
竹野　☎21-9078
（竹野庁舎３階）
日高　☎21-9060
（日高庁舎１階）
出石　☎21-9010
（出石庁舎１階）
但東　☎21-9036
（但東市民センター１階）

７月のとしょかん映画会
◆日時　７月11日（土）・12日（日）
午後１時30分～

◆場所　本館２階視聴覚・講演
室

◆上映作品　｢コンタクト｣1997
年・150分

◆一時保育　７月２日（木）まで
に電話

としょかん読書推進講座
◆日時　７月25日（土）午後１時
30分～

◆場所　但東庁舎３階多目的ホ
ール

◆対象　絵本の読み聞かせに関
心のある方

◆講師　瑞雲舎代表取締役　井
上みほ子さん

◆演題　「絵本が育てる子ども
の心」

◆一時保育　７月15日（水）まで
に電話

夏休み映画会
　大人も子どもも一緒に楽しめ
る映画を上映します。
◆日時　７月26日（日）午前10時
30分～／午後１時30分～

◆場所　本館２階視聴覚・講演
室

◆上映作品　｢バック トゥ ザ 
フューチャー｣1985年・116分

◆一時保育　７月16日（木）まで
に電話

＝＝共通＝＝
《一時保育申込み・問合せ》本館
☎23-6151

■図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
　http://lib.city.toyooka.lg.jp　　　メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp
■開館時間　午前10時～午後6時　※本館（金・土）午前10時～午後7時
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子育てセンターでは、子育て中の保護者を応援するためのいろいろな活動をしています。
下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。
※持ち物のないものは申込時に確認してください。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石庁舎1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎庁舎2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高庁舎3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

なかよし広場

日　時 15日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ペープサート、読み聞かせ、紙芝居、手遊び、歌

日　時 12日（日）午前11時～午後１時30分 申込期限 ７日（火）
対　象 乳幼児と保護者（きょうだい、祖父母の参加歓迎）
内　容 コーナー遊び（手作りおもちゃ、お店やさん、魚つり　など）
持ち物 １家庭お米２合（前日までに持参）、お茶、参加費（１人100円）

日　時 22日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ビニールプールで水遊び、しゃぼん玉
持ち物 水着（ぬれてもよい服装）、タオル、サンダル、お茶、着替え、帽子

日　時 17日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容「生活リズムと睡眠について｣、相談、親子遊び、交流、計測
持ち物 母子手帳

日　時 ９日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 水遊び
持ち物 タオル、着替え、お茶、帽子　＊ぬれてもよい服装で

日　時 ８日（水）午前10時～正午
対　象 おおむね１歳までの乳児と保護者
内　容 保健師のプチ講話、ベビー体操、乾布摩擦、リラックス体操ほか
持ち物 バスタオル、ハンドタオル、飲み物

日　時 13日（月）、22日（水）、23日（木）午後１時30分～３時、27日（月）、
29日（水）～31日（金）午前10時15分～11時30分

対　象 乳幼児と保護者 申込期限 前日まで
内　容 水遊び（手作り金魚すくい、バチャバチャ遊び　ほか）
持ち物 水着、ビーチサンダル、帽子、着替え、バスタ

オル、お茶など＊保護者も水遊び可能な服装で

そとあそび広場　竹野子育てセンター　テラス

パパと遊ぼうＤＡＹ！

おでかけ広場（国府）　国府地区公民館

日　時 ①ほっとたいむ　６日（月）、23日（木）午前11時～②おやこふれあいたいむ　16日（木）午前10時30分～
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う　②紙芝居やいろいろな遊び

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ　ふれあい広場

にこにこひろば

そとあそび広場　出石庁舎裏玄関付近

なつまつり　合橋地区公民館

そとあそび広場　但東子育てセンター外庭

なかよし広場

みずあそび広場　しばっこ広場（雨天、悪天候中止）

日　時 23日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による読み聞かせと折り紙遊び

日　時 １日（水）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 ８月７日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 水遊び、水鉄砲、まと当て　ほか  　 ※悪天候の場合は中止
持ち物 ぬれてもよい履物と服、着替え、タオル、帽子、お茶

日　時 14日（火）午前10時30分～11時30分
申込期限 ７月11日（土）対　象 乳幼児と保護者　15組
内　容 親子運動遊び

日　時 ９日（木）午前10時～午後０時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 そうめんで天の川をつくろう
持ち物 はし、お茶、参加費（1人50円）

日　時 15日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 自由遊び、読み聞かせ、計測、子育て相談、本の貸出・返却
スタッフ 保健師、看護師（助産師）、保育士、図書館司書、図書館児童ボランティア

日　時 22日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 水あそび 持ち物 水遊び用パンツ、着替え、タオルなど

絵本の読み聞かせ

にじっこ絵本

そとあそび広場　城崎スポーツ広場（城崎浄化センター屋上）

たなばたまつり

なかよし広場　豊岡市民プラザ　ほっとステージ

わいわいコーラス

絵本の読み聞かせの会

なかよし広場

日　時 14日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

日　時 16日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせの会

日　時 13日（月）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 プール遊び、ミニシアターなど
持ち物 お茶、水着、タオル、帽子、サンダル

日　時 23日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 おおむね１歳までの乳児と保護者、妊婦
内　容 栄養士ミニ講話「離乳食について」、栄養相談

つどいの広場/７月
←最新情報は
　こちらから

そとあそび広場　しばっこ広場（悪天候の場合は中止）

おはなし広場　子育て学習室

日　時 １日（水）午前10時15分～、６日（月）午後１時30分～
対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外での遊び、遊具での遊び、子育て相談、子育て情報ほか

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野町和田）月曜日休館

日　時 ４、11、18日の土曜日　午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

日　時 25日（土）午前10時～正午 申込開始 ６日（月）
場　所 市民活動室、子育て学習室、しばっこ広場
対　象 お話：保護者30人　実技：２歳以上の幼児と保護者20組
内　容 お話：運動好きは家庭から　実技：楽しい運動遊び

日　時 30日（木）午後１時30分～３時30分 申込開始 17日（金）
対　象 子育て中の保護者　20人（一時保育15人）
内　容 卒乳と断乳について、お母さんの食事･子ども食事、食育Ｑ＆Ａ
講　師 助産師　井垣享子さん

お話＆実技　運動好きな子どもは家庭から育つ！

食育講座Ⅱ　母乳のはなし　豊岡市民プラザ　練習室

パパと遊ぼうデー「運動遊び」

日　時 １日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

えほんのとびら

日　時 ５日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 親子ふれあい遊び
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平成27年５月31日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

合　計 男　性 女　性 世帯数
85,218人（＋９人） 40,907人（０人） 44,311人（＋９人） 32,952世帯（＋57世帯）

JULY
内　　容 日・曜日 時　　間 場　　所 問　合　せ 電　　話

人 権 相 談  8 日（水）10日（金）13：30～16：00
豊岡健康福祉センター（城南町） 生涯学習課人権・男女共同参画係 23－0341日高農村環境改善センター

行 政 相 談

 6 日（月）

13：30～15：30

竹野庁舎

秘書広報課広報・交流係 23－1114

 9 日（木） 出石庁舎

10日（金） 城崎庁舎
日高農村環境改善センター

11日（土）10：00～11：30 豊岡健康福祉センター（城南町）
16日（木）13：30～15：30 但東健康福祉センター

身 体 障 害 者 相 談  1 日（水）13：00～16：00

豊岡健康福祉センター（城南町）

社会福祉課障害福祉係 24－7033

15日（水）
身 体 障 害 者
（視覚障害者）相談 24日（金）13：00～16：00
身 体 障 害 者
（聴覚障害者）相談 22日（水）13：00～16：00
知 的 障 害 者 相 談 14日（火） 9：00～11：00 福祉事務所社会福祉課

精神保健福祉相談
 9 日（木）

9：00～11：00
竹野庁舎

16日（木） 日高健康福祉センター
23日（木） 但東健康福祉センター

心 配 ご と 相 談

毎週月～金
（法律相談日を除く） 13：00～16：00 豊岡健康福祉センター（城南町）豊

岡

市

社

会

福

祉

協

議

会

本所・豊岡地区センター 24－7311

 2 日（木）
16日（木）

13：30～16：00

城崎健康福祉センター 城崎地区センター 32－4503
出石健康福祉センター 出石地区センター 52－3024
但東健康福祉センター 但東地区センター 54－0181

10日（金）
27日（月） 日高健康福祉センター 日高地区センター 42－0100
15日（水） 竹野南地区公民館 竹野地区センター 47－1423

結 婚 相 談

 1 日（水）
15日（水）13：30～16：00 出石健康福祉センター 出石地区センター 52－3024
 2 日（木） 但東健康福祉センター 但東地区センター 54－0181
 3 日（金）
17日（金）13：00～16：00 豊岡健康福祉センター(城南町) 本所・豊岡地区センター 23－2573
10日（金）

13：30～16：00
竹野南地区公民館 竹野地区センター 47－1423

10日（金）
27日（月） 日高健康福祉センター 日高地区センター 42－0100

法 律 相 談
（予約受付7/1（水）、8：30～）
（先着8人・電話予約のみ）

 7 日(火) 13：00～16：00 豊岡健康福祉センター(城南町) 本所・豊岡地区センター 23－2573

家 庭 児 童 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 市役所家庭児童相談室 こども育成課こども家庭相談係 21－9003
農 家 相 談  6 日（月）13：30～16：00 市役所農業委員会 農業委員会事務局 21－9021
子 ど も 教 育 相 談  4 日(土) 9：00～12：00 豊岡市ふれあいセンター 豊岡市ふれあいセンター 24－8303
職 業 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 ハローワーク豊岡 ハローワーク豊岡 23－3101
Uターン就職相談 毎週月～金 8：30～17：15 市役所エコバレー推進課 ジョブ・サポ豊岡（無料職業紹介所） 21－9008
も の づ く り 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 ものづくり支援センター 21－9024
事業所対象金融相談 毎週月～金 9：00～17：00 兵庫県信用保証協会但馬支所 金融相談窓口 22－5171
若 者 の 就 労 支 援 毎週月～金 10：00～16：00 若者サポートステーション豊岡 若者サポートステーション豊岡 34－6333
消 費 生 活 相 談 毎週月～金 9：00～16：00 市役所生活環境課 くらしの相談室 21－9001
外 国 人 生 活 相 談
Advisory Service 毎週月～金 9：00～16：00 市役所秘書広報課 秘書広報課広報・交流係 23－1114

エイズ・肝炎検査 要
予
約

14日（火）
28日（火） 9：15～11：15 兵庫県豊岡総合庁舎豊岡健康福祉事務所

豊岡健康福祉事務所
健康管理課 26－3660

こころのケア相談 27日（月）13：30～16：30 兵庫県豊岡総合庁舎豊岡健康福祉事務所
豊岡健康福祉事務所
地域保健課 26－3672

市 民 健 康 相 談 14日（火）10：00～11：30 立野庁舎 健康増進課 24－1127

7月の主な相談
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7月の主な行事
JULY

より詳しい情報は
こちらから

15（水）なかよし広場（９：30～ 豊岡市民プラザ）
16（木）新しい地域コミュニティ市民研修会

（19：30～21：00 豊岡市民プラザ）

17（金）おたのしみ会「わくわくランド」
（13：30～15：30 日高子育てセンター）

18（土）
19（日）
20（月）海の日

人権教育講演会
（13：30～15：00 ひぼこホール）

気比の浜・大宝さがし大会
（気比の浜海水浴場）

新豊岡市誕生10周年記念事業 豊岡市工業
会イベント「おっとろっしゃ！とよおかの
ものづくりⅡ」（豊岡稽古堂、～22日）
高校生のためのアートプロジェクト演劇 プ
ロジェクト前期 平田オリザ高校生演劇特別
ワークショップ
（11：00～17：00 城崎国際アートセンター）

21（火）
22（水）
23（木）なかよし広場

（10：30～11：30 日高子育てセンター）

24（金）
25（土）第20回記念 プラザ寄席ふれ愛亭

（17：00～ 豊岡市民プラザ）
寺内タケシとブルージーンズスーパーライ
ブ2015 in Izushi（18：30～ ひぼこホール）

26（日）カバストマルシェ
（10：00～16：00 宵田商店街）

豊岡消防団夏季訓練（８：00～ 但馬空港）

27（月）
28（火）
29（水）
30（木）
31（金）

ひ
と
り
ご
と

1（水）竹野海岸海開き（竹野浜、切浜、弁天浜）
2（木）
3（金）
4（土）講演会「絵図から見た豊岡の江戸時代」（13：30

～ 市立歴史博物館「但馬国府・国分寺館」）

5（日）パパと遊ぼうDAY!
（10：30～11：30 日高子育てセンター）

新豊岡市誕生10周年記念事業 こうのとりの
集い（13：00～ 市民会館）
第５回竹野浜オープンウォータースイミング
大会（竹野浜海水浴場）
第４回世界ジオパークトレイルラン2015 IN 
山陰海岸（神鍋高原周辺）

6（月）
7（火）
8（水）なかよし広場

（10：00～12：00 竹野子育てセンター）
豊岡ノーマイカーデー（市内全域）

9（木）たなばたまつり
（10：00～12：30 竹野子育てセンター）

10（金）気比の浜海開き（気比の浜海水浴場）
楽しくわかる能楽講座

（14：00～15：30 市民会館）

11（土）子どもの野生復帰大作戦｢豊岡ファミリーキャ
ンプ｣（９：00～15：30 たけのこ村）
たんたん能in豊岡

（14：00～16：00 市民会館）
第２回ミュージック☆バッグ～音楽をカバ
ンにつめてさぁ行こう！～

（18：30～ 豊岡市民プラザ）

12（日）ゆみ・うみうまれ、リザ・マナロ『Pop-Up 
Wonders－とびだす不思議』滞在制作
（アーティストトーク　11：00～12：00、
ワークショップ 13：00～15：00 城崎国際
アートセンター）

13（月）
14（火）わいわいコーラス

（10：00～11：30 竹野子育てセンター）
※この他にも、夏のイベントを２・３ページで特集しています。

梅
雨
で
す
。「
雨
の
日
も
楽
し
く
」

の
言
葉
に
乗
せ
ら
れ
て
、
新
し
い
傘

を
買
お
う
か
と
思
案
中
。
楽
し
い
気

分
に
な
る
傘
と
は
…
な
か
な
か
納
得

の
一
本
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
き
っ

と
そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
、
も
う

す
ぐ
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。
Ⓘ

市の鳥｢コウノトリ｣ 市の両生類｢オオサンショウウオ｣ 市の石｢玄武岩｣ 市の木｢やなぎ｣ 市の花｢チューリップ｣ 市の魚介｢カニ｣
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北
但
大
震
災
90
年
メ
モ
リ
ア
ル

事
業
で
講
演
い
た
だ
い
た
中
村
英

夫
さ
ん
。
1
0
0
年
に
も
満
た
な

い
故
郷
の
歴
史
や
文
化
の
伝
承
が
、

世
代
交
代
や
混
住
化
な
ど
で
、
途

切
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
痛

感
し
、
全
農
兵
庫
を
退
職
後
、
故

郷
の
出
石
に
帰
り
、
後
世
へ
伝
え

る
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
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全
国
の
古
本
屋
、
古
書
展
、
骨こ

っ

董と
う

市
な
ど
で
収
集
し
た
明
治
か
ら

昭
和
前
半
ま
で
の
絵
葉
書
･
写
真

は
、
実
に
5
千
枚
以
上
。

　「
写
真
一
枚
一
枚
は
、
何
も
語

っ
て
こ
な
い
。
関
連
し
た
数
多
く

の
資
料
を
見
比
べ
る
こ
と
で
、
ス

ト
ー
リ
ー
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
れ

が
歴
史
や
文
化
の
裏
付
け
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
講
演
で
は
、
数
百
枚
も
の
古
写

真
な
ど
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
連
写
し

て
、
聴
衆
者
の
視
覚
に
訴
え
、
記

憶
に
残
す
方
法
を
用
い
ま
す
。

　
講
演
の
主
な
テ
ー
マ
は
20
種
類

余
り
、
延
べ
15
時
間
に
上
っ
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
資
料
収
集
の
傍
ら
、
各

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
も

精
力
的
に
参
加
し
、
と
り
わ
け
敬

老
会
や
老
人
会
で
は
、
懐
か
し
い

写
真
が
呼
び
水
と
な
り
、
昔
話
に

花
が
咲
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
新

た
な
歴
史
発
見
と
な
る
証
言
が
あ

る
そ
う
で
す
。

　５月22日、出石町袴
はか

狭
ざ

の田んぼで、酒米「フク
ノハナ」のお田植え式が開催されました。農機具
や酒造メーカーなどの関係者が見守る中、小野小
学校の児童ら約20人が田植えを体験しました。
　かつては全国各地で栽培されていたフクノハナ。
麹
こうじ

にすることが難しいことから次第に敬遠され、
現在では全国で唯一、出石地域だけで栽培が継続
されています。フクノハナにこだわる酒造メーカー
の要請を受け、今年は生産量を３割増やします。
　出石フクノハナ生産部会長の吉田準一さんは
「フクノハナの栽培に誇りを持っている。子ども
たちにも興味を持ってもらえれば」と話しました。　６月７日、城崎地域の楽々浦区で、第39回鼻か

け地蔵尊祭が行われ、約300人がお参りしました。
　鼻かけ地蔵は、但馬六十六地蔵尊の五十八番目
の札所で「日本昔ばなし」にも登場し、願い事を一
つだけかなえてくれると伝えられています。
　柴

さい

燈
とう

大護摩供養では、参拝者の願いを込めた護
ご

摩
ま

木
ぎ

がたかれました。
　円山川の漂着ごみ現状調査で縁がある大阪商業
大学（東大阪市）の学生が、ボランティアとして参
加。３年生の永瀬倖

こう

大
た

さんは「とても楽しい！地
元の方と協力してお祭りができることは、とても
貴重な経験。来年も参加できたらいいと思う」と
話しました。

酒米｢フクノハナ｣お田植え式
全国で出石だけの酒米作り

鼻かけ地蔵尊祭
一つの願いを煙にのせて

古絵葉書や古写真が語る
故郷の歴史や文化を追い求めて！

郷土史家 中村英夫さん（67歳）出石町材木

Toyooka Topics ―とよおかの“旬”な人と話題―

フクノハナの田植えをする小学生ら

柴燈大護摩供養の様子


